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これぞ男のロマン！

料理教室（千年樹の里）

平成 28年の通年議会は平成 28年３月１日から平成 29年２月 28 日です。

ɹ
「
Ұ
月
は
ߦ
く
」「
ೋ
月

は
ಀ
͛
る
」「
ࡾ
月
は
ڈ
る
」

ɹ
で
は
࢛
月
は
ど
う
だ
Ζ

う
と
ߟ
͑
て
み
ま
し
た
。

࢛
月ʜ

ࡩ
の
Ֆ
の
イ
ϝ
ー

ジ
と
同
࣌
に
入
学
や
入
ࣾ

な
ど
৽
学
期
・
৽
年

と

い
う
ҹ

が
ڧ
く
あ
り
ま

す
。

৽
し
い
ग़
会
い
・
ス
タ
ー

τ
・
ϑ
Ϩ
ッ
シ
ュʜ

͜
の

ق
અ
に
な
る
と

も
心
も

ු
き
ཱ
ち
خ
し
く
な
り
ま

す
。

ɹ
本
ࢽ
が
ಧ
く
と
ࢥ
う
だ

け
で
も
ؾ
持
ち
が
Θ
く
Θ

くɹ
町
民
の
皆
さ
ん
に
Θ
か

り
や
す
い
議
会
を
め
͟
し

て
、
町
政
・
町
議
会
の


報
を
ਝ

に
発
৴
し
て
い

き
ま
す
。

ɹ「
࢛
月
は

り
合
う
」
で

し
Ỷ
う
か
。

「
Ұ
月
は
ߦ
く
」「
ೋ
月

は
ಀ
͛
る
」「
ࡾ
月
は
ڈ
る
」
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　େ
ౡ

　
࢘

ừ
ද
ࢴ
の
ࣸ
ਅ
Ử

உ
ੑ
の
ྉ
ཧ
ڭ
ࣨ

ɹ
３
月
1�
日
ɹ
ޕ
後
̐
࣌
Ỗ
千
年
थ
の
ཬ
ௐ
ཧ
ࣨ

主
催
⽅
小
布
施
町
ࣾ
会
福
祉
協
議
会

開
催
の
झ
ࢫ
⽅
高
齢
者
が
で
き
る
ݶ
り
հ
ޢ
状
ଶ
に
ؕ

る
͜
と
な
く
、
健
康
で
ੜ
き
ੜ
き
と
し
た

後
ੜ
活
を

ૹ
れ
る
よ
う
支
ԉ
す
る
͜
と
を

త
と
し
て
い
る
。

「
৯
事
・
ഉ
ᔔ
な
ど
日
常
ੜ
活
を
ૹ
る
ج
本
త
な
動
࡞

よ
り
গ
し
ෳ
ࡶ
な
ങ

・
৯
事
の

方
な
ど
手
ஈ
త
な

日
常
動
࡞
を
通
し
て
܇
࿅
を
行
っ
て
い
ま
す
」
͜
の
事

を
ớ
̞
Ａ
̙
̡
܇
࿅
事
ۀ
Ờ
と
い
い
ま
す
。

年
３
ճ
、
ࠓ
ճ
９
ճ

の
開
催
と
な
り
、
次
ճ
開
催
は

̓
月
。
ৄ
ࡉ
な
日
ఔ
、
参
加
ر

等
は
ࣾ
会
福
祉
協
議

会

お
問
い
合
Θ
せ
く
だ
さ
い
。

小
布
施
町
ࣾ
会
福
祉
協
議
会
ớ
２
̐
２ʕ

̒
̒
̒
５
Ờ

खݩෆҙのแஸさき

ྑく会をަΘ͢の͕ؾݩのൿ݃

ग़
会
い
が
生
Ε
る
ָ
し
い
ͻ
と
と
き

横
町

　高
橋

　勇
治

ɹ
૯

16
名
の

ੜ

ె
が
̐
൝
に
て

Ԭ

一
ඒ
ઌ
ੜ
よ
り
本
日
の
ϝ
χ
ュ
ー

の
説
明
ᶃ
山

ম
き
ᶄ
৴
ೱ
࿏
α

ラ
ダ
ᶅ
の
っ

い
ो
の
３
種
ྨ
、

࡞
り
方
を
त
か
り
Ϛ
χ
ュ
ア
ル
用

ࢴ
を
པ
り
に
ス
タ
ー
τ
。
ま
ず
山


ম
き
に
挑
戦
す
る
χ
ン
χ
ク
２

ཻ
と
ੜ
ᇙ
を

り
Լ
Ζ
し
て
ে
༉
、

࠭

、
Ԙ
、
މ
ᑦ
、


ਏ
子
等

で
ௐ
ຯ
し
用
意
さ
れ
た
ௗ

と
ڞ

に
Ϗ
χ
ー
ル
ା
に
入
れ
௮
け
ࠐ
み

一
࣌
間
後
に
ϑ
ラ
イ
パ
ン
で
༲
͛

る
。
ຢ
、
12
種
ྨ
の
野
ࡊ
、
ಛ
に

セ
ϩ
リ
、
人
参
、
ゴ
ボ
ウ
を
ճ
Θ

し
な
が
ら

る
͜
つ
の
指
導
を
त

か
る
も
্
手
く
い
か
な
い
。
͜
の

۩
ࡐ
ど
͜
に
入
れ
る
の
か
も
解
ら

な
い
状
況
。
̐
人
で

அ
し
な
が

ら
の
ѱ
戦
ۤ
ಆ
。

一
࣌
間
ೋ
ʓ


で

成
と
安
ూ
す
る
も
ௗ

の

༲
͛
۩
合
が

く
ి
子
Ϩ
ン
ジ
の

世

に
な
る
。
̐
人
協
ྗ
で
࡞
っ

た
ྉ
ཧ
の
ຯ
は
༧

を

͑
て
お

い
し
く
ग़
来
た
。

ɹ
お
ञ
を
ऌ
み
交
Θ
し
ޠ
ら
う
、

͜
れ
ͧ
உ
の
ϩ
Ϛ
ン
ͦ
͜
に
৽
た

な
ग़
合
い
が
ੜ
ま
れ
る
楽
し
い
ͻ

と
と
き
で
し
た
。
来
た
れ
次
ճ
の

ྉ
ཧ
ڭ
ࣨ

！

৽
し
い

ؒ
と
ָ
し
い
ྉ
理

栗
ケ
丘

　塩
尻

　利
一

ɹ
２
̌
１
̒
年
３
月

1�
日
ޕ
後
̐
࣌
か
ら

千
年
थ
の
ཬ
の
ௐ
ཧ
ࣨ
に
て
、
உ

の
ྉ
ཧ
ڭ
ࣨ
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

ớ
দ
本

方
の
ڷ

ྉ
ཧ
、
山


ম
き
Ờ・ớ
৴
ೱ
࿏
α
ラ
ダ
Ờ・

ớ
の
っ

い
じ
る
Ờ
３

を
࡞
り

ま
し
た
、
̐
൝
に
別
れ
て
、

ؾ

あ
い
あ
い
と
࡞
っ
て
行
き
ま
し
た
、

ಛ
に
山

ম
き
が
ඒ
ຯ
し
く
ग़
来

た
か
な
ʁ
と
ײ
じ
ま
し
た
、
α
ラ

ダ
、
͑
の
き
・
ス
φ
ッ
プ
͑
ん
ど

う
・
く
る
み
・
セ
ϩ
リ
・
に
ん
じ

ん
・
ੜ
Θ
か
め
な
ど
を
ࠞ
ͥ
て
࡞

り
ま
し
た
、
の
っ

い
じ
る
は
、

大
ࠜ
・
に
ん
じ
ん
・
ご
΅
う
・
ബ

あ
͛
・
͜
ん
に
や
く
・
長
Ͷ
͗
・

だ
し
ो
、
と
Ζ
み
で
ย
܀
ค
গ
し

入
れ
て
と
Ζ
み

け
ま
し
た
、

࡞
っ
た
ྉ
ཧ
で
み
ん
な
と
、
お
ञ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ɹ
大
ม
よ
い
交
流
会
が
ग़
来
ま
し
た
。
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ະຬࣇอҭࣨΛඋ

３月会議のあらまし

ˏ月会議

ˏ月１ȡ18日

଼28ාഽ
๊֚ٛࠗपවपထॳ  45ؙ3,200ྔ

ஜා2.2%௩

　
３
月
会
議
が
３
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
18
日
間

の
審
議
期
間
で
開
か
れ
た
。

　
第
１
日
目
に
、
条
例
制
定
等
９
件
、
本
年
度
補
正

予
算
12
件
の
審
査
を
常
任
委
員
会
に
、
新
年
度
予
算

８
件
の
審
査
を
予
算
特
別
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託

し
た
。

　
引
き
続
き
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
議
員
・
特
別

職
・
職
員
の
報
酬
・
給
与
改
正
の
条
例
３
件
と
関
連

補
正
予
算
６
件
を
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
通
り
可

決
し
た
。

　
第
２
日
目
に
、
予
算
案
の
説
明
を
理
事
者
等
か
ら

受
け
更
に
議
員
間
で
勉
強
会
を
開
き
理
解
を
深
め
た
。

　
第
３
・
４
日
目
に
、
13
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
、
町
民
か
ら
の
要
望
や
行
政
の
課
題
を
取
り
上

げ
、
町
政
を
た
だ
し
た
。

　
第
５
日
目
以
降
に
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委

員
会
分
科
会
を
開
き
議
案
を
審
査
し
た
。

　
最
終
日
に
、
予
算
特
別
委
員
会
の
採
決
後
、
本
会

議
を
開
き
付
託
し
た
20
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
て

散
会
し
た
。

ਓව


Ȫৗ༆ȫ

　幼保連携型の認定こども園として幼稚園を運営します。預

かり保育等を行うために保育士、管理栄養士の配置などで前

年比1,607万円の増額を見込んでいます。

ここに

注目

高井鴻山記念館の改修
　　　　　　2,911万円

　豪雨時に水路の水があふれないよう

に800ｍ3の雨水調整池をつくります。 

伊勢町地区に
　雨水調整池の整備
　　　　　　5,080万円

　小学校のすべての教室にエアコ

ンが設置されます。

小学校にエアコン設置工事
　　　　　　3,551万円

　アメリカのナパバレーの視察研

修を行い、観光農園事業を構想・

推進するための費用です。

外国農場の視察研修
　　　　　　100万円

　官民医が協働し、新産業の確立と

雇用の創出を目指します。

小布施健交ツーリズム事業
　　　　　　　51万円

　小布施学園コミュニティスクー

ル運営委員会を設置します。

コミュニティスクール運営費
　　　　　　　　76万円

　人件費などの義務的な支出なのか、公共事業など将来の
ために投資するための支出なのかなど「経済的性質ごとに
分類して表す方法」のことをいいます。それに対してʮ
తผʯは、「町がどんな行政目的のために、どれくらいの
支出をするのか」という視点から分類する方法です。

お金の使い道をʮੑ࣭ผʯに見るとは…

認定こども園
　栗ガ丘幼稚園の運営
　　　　　　　6,310万円

３ 月 会 議  (3/1～3/18)

　
ゆうぜんろう

然桜の耐震・復元工事を行いまࠉ

す。
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農
林
水
産
業
費
　
２
億
９

０
２
２
万
円
（
14
・

１
％
）

◎
農
業
振
興
費
６
０
６
万

円
（
46
・
３
％
）

Q
　
振
興
公
社
の
人
件
費

負
担
が
増
え
て
い
る
が
。

A
　
３
年
前
ま
で
、
町
の

課
長
級
職
員
が
常
務
理
事

に
つ
い
て
い
た
。
そ
の
後

民
間
か
ら
、
経
営
理
念
や

実
績
の
あ
る
方
に
同
等
程

度
の
報
酬
で
お
願
い
し
て

き
た
。

Q
　
振
興
公
社
の
あ
り
方

を
見
直
す
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
の
か
。

A
　
利
益
を
上
げ
ら
れ
ず

に
来
た
こ
と
は
十
分
見
直

す
必
要
が
あ
る
。

町
が
出
資
し
て
い
る
公
的

支
出
処
分
が
４
年
後
終
わ

る
、
こ
れ
を
目
指
し
て
自

立
出
来
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

◎
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
管

理
費
３
６
４
２
万
円

（
９
・
７
％
）

Q
　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
売
り
上
げ
は
。

A
　
毎
年
３
０
０
０
万
円

ほ
ど
の
売
り
上
げ
が
あ

る
。

商
工
費
　
１
億
１
７
０
２

万
円
（
２
・
７
％
）

◎
商
店
街
等
活
性
化
事
業

費
１
３
６
４
万
円
（
△

７
・
０
％
）

Q
　
商
工
業
実
態
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め
や
分

析
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
　
町
内
の
事
業
主
の
経

営
の
意
向
調
査
を
国
の
実

態
調
査
と
合
わ
せ
て
行

う
。
分
析
は
商
工
会
と
行

い
、
今
後
の
商
店
街
活
性

化
策
に
生
か
す
。

土
木
費
　
６
億
１
５
６
２

万
円
（
９
・
６
％
）

◎
水
路
新
設
改
良
事
業
費

１
億
９
３
２
万
円
（
86
・

８
％
）

Q
　
伊
勢
町
地
区
の
水
路

新
設
改
良
事
業
費
の
内
容

は
。

A
　
深
さ
５
ｍ
で
、
の
り

面
は
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
の
構

造
、
容
量
は
８
０
０
ｔ
と

な
る
。

Q
　
完
成
後
に
計
画
通
り

浸
透
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
確
認
調
査
が
必
要
で

は
。

A
　
小
布
施
町
は
扇
状
地

で
浸
透
係
数
が
非
常
に
高

く
、
毎
時
12
ｔ
、
満
水
か

ら
３
日
で
空
に
な
る
。
昨

年
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
算
出
し
た
。

消
防
費
　
２
億
２
０
８
９

万
円
（
14
・
４
％
）

教
育
費
　
５
億
７
９
９
９

万
円
（
△
３
・
９
％
）

◎
中
学
校
教
科
学
習
支
援

事
業
費
７
１
２
万
円
（
３

９
９
・
５
％
）

Q
　
支
援
事
業
の
内
容

は
。

A
　
新
年
度
の
１
年
生
、

１
ク
ラ
ス
減
と
な
り
、
教

諭
の
加
配
が
減
る
た
め
、

◆
一
般
会
計
予
算

　
・
・
・
・
・
挙
手
多
数

歳
　
入

　 

４
５
億
３
２
０
０
万
円

①
町
税
　
１
０
億
５
５
２

６
万
円
（
０
・
５
％
）

②
地
方
交
付
税
　
１
５
億

９
４
０
０
万
円
（
△
０
・

５
％
）

③
国
・
県
支
出
金
　
５
億

８
８
３
万
４
千
円
（
２
・

５
％
）

④
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

１
億
２
０
０
０
万
円
（
３

１
３
・
８
％
）

⑤
繰
入
金
　
２
億
３
８
０

９
万
円
（
△
23
・
３
％
）

Q
　
財
政
調
整
基
金
の
今

後
の
見
通
し
は
。

A
　
基
金
か
ら
約
２
億
３

７
０
０
万
円
一
般
会
計
に

繰
り
入
れ
る
こ
と
で
、
28

年
度
末
基
金
残
高
は
１
億

６
０
０
０
万
円
と
な
り
、

大
変
厳
し
い
、
行
政
改
革

等
進
め
て
い
く
。

⑥
町
債
　
３
億
７
４
２
０

万
円
（
15
・
９
％
）

歳
　
出

　 

４
５
億
３
２
０
０
万
円

議
会
費
　
７
５
６
７
万
円

（
△
８
・
５
％
）

総
務
費
　
６
億
２
８
７
４

万
円
（
０
・
８
％
）

◎
官
学
共
同
事
業
費
６
５

０
万
円
（
△
６
・
６
％
）

Q
　
官
学
共
同
事
業
Ｓ
Ｄ

Ｍ
学
と
は
何
か
。
慶
応
Ｓ

Ｄ
Ｍ
の
目
標
は
何
か

A
　
社
会
の
様
々
な
問
題

を
シ
ス
テ
ム
思
考
、
デ
ザ

イ
ン
思
考
を
駆
使
し
、
企

画
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
問
題

解
決
し
て
い
く
学
問
。
町

の
問
題
解
決
に
向
け
取
り

組
み
た
い
。

◎
定
住
促
進
事
業
費
１
６

３
１
万
円
（
１
８
０
・

８
％
）

Q
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
３
人
の
役
割
は
何
か
。

A
　
２
名
の
方
が
定
住
促

進
及
び
地
域
の
活
性
化

で
、
１
名
は
見
に
マ
ラ
ソ

ン
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
。

Q
　
定
住
促
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
空
き
家
等
活

用
調
査
委
託
料
の
内
容

は
。

A
　
多
く
の
方
に
移
住
し

て
頂
く
た
め
に
、
空
き
家

の
情
報
提
供
や
移
住
に
必

要
な
支
援
。
委
託
料
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
改
修
が

必
要
か
等
の
調
査
費
。

◎
防
災
対
策
費
１
２
４
２

万
円
（
２
９
６
・
６
％
）

Q
　
防
災
対
策
で
第
１
避

難
所
に
対
す
る
備
品
の
整

備
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

A
　
第
１
避
難
所
に
は
、

応
急
的
に
必
要
な
水
を
配

布
す
る
。
基
本
的
に
本
部

に
、
組
み
立
て
ト
イ
レ
２

基
、
水
・
カ
ロ
リ
ー
メ
イ

ト
・
毛
布
等
備
え
災
害
の

規
模
・
状
況
に
応
じ
配
布

及
び
貸
し
出
し
を
す
る
。

◎
住
民
基
本
台
帳
事
務
費

４
７
３
万
円
（
△
48
・

６
％
）

Q
　
本
人
通
知
制
度
の
導

入
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

A
　
本
人
通
知
制
度
に
つ

い
て
、
近
隣
の
市
町
村
の

動
向
を
見
て
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

民
生
費
　
１
２
億
４
９
８

３
万
円
（
２
・
４
％
）

◎
高
齢
者
在
宅
支
援
事
業

費
１
０
６
７
万
円
（
８
・

６
％
）

Q
　
民
間
が
高
齢
者
の
移

動
支
援
を
行
い
た
い
と
町

に
提
案
し
て
い
る
が
、
高

齢
者
の
タ
ク
シ
ー
券
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

A
　
現
状
の
タ
ク
シ
ー
券

活
用
し
な
が
ら
、
新
し
い

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
も
検

討
。

◎
保
育
園
管
理
費
１
億
６

０
８
８
万
円
（
０
・

７
％
）

Q
　
保
育
園
を
民
営
化
し

て
い
る
市
町
村
も
あ
る

が
、
町
も
保
育
園
の
あ
り

方
を
考
え
る
時
期
で
は
な

い
か
。

A
　
議
論
が
無
か
っ
た
訳

で
は
な
い
。
今
後
施
設
の

老
朽
化
や
財
源
の
確
保
安

定
等
の
観
点
か
ら
検
討
し

た
い
。

◎
不
妊
治
療
支
援
事
業
費

30
万
円
（
０
・
０
％
）

Q
　
不
妊
治
療
費
補
助
金

の
内
容
は
何
か
。
子
育
て

支
援
の
充
実
の
た
め
に
は

予
算
が
少
な
い
の
で
は
。

A
　
１
人
当
た
り
10
万
で

３
人
分
の
予
算
、
３
人
を

超
え
今
後
補
正
で
考
え
た

い
。

衛
生
費
　
２
億
５
８
６
３
万

３ 月 会 議  (3/1～3/18)３ 月 会 議  (3/1～3/18)

円
（
△
３
・
２
％
）

◎
包
括
的
医
療
資
源
安
定

確
保
支
援
事
業
費

２
０
０
０
万
円
（
△
33
・

３
％
）

Q
　
地
域
医
療
安
定
の
た

め
今
後
の
方
策
は
何
か
。

29
年
度
以
降
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

A
　
町
内
の
医
療
機
関
の

先
生
方
と
年
に
何
回
か
会

議
を
持
ち
、
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
必
要
か
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
医
療
費

を
減
ら
せ
る
か
等
考
え

る
。

◎
健
康
と
交
流
事
業
費
７

７
０
万
円
（
13
・
３
％
）

Q
　
パ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
限
ら
ず
町
民
の
多
く

が
参
加
し
易
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
や
り
方
検
討
す
べ

き
で
は
。

A
　
住
民
の
目
線
に
立
っ

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ー

ス
等
お
知
ら
せ
し
医
療
と

連
携
し
た
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
た

い
。

一
般
会
計
予
算

予算特別委員会を３月１日～18日にわ
たり開き、質疑、討論を行い原案の通
り可決すべきものと決定。特別委員会
における視点論点を報告します。

予算特別委員　会における

視点・ 論点視点・ 論点

町
で
英
語
と
数
学
の
教
諭

１
名
づ
つ
を
町
費
で
賄
う

も
の
。

◎
中
学
校
環
境
整
備
費
３

８
５
万
円
（
△
88
・

３
％
）

Q
　
中
学
校
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
の
修
理
は
ど
う
す

る
の
か
。

A
　
相
当
費
用
が
掛
か

る
。
他
に
も
修
繕
の
必
要

な
も
の
も
あ
り
検
討
し
た

い
。

◎
小
学
校
環
境
整
備
事
業

費
３
６
８
２
万
円
（
皆

増
）

Q
　
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

に
設
計
管
理
費
が
必
要
な

の
か
。

A
　
既
存
の
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
で
は
間
に
合
わ
な
い
た

め
、
安
全
管
理
も
含
め
電

気
設
備
の
設
計
が
必
要
。

◎
幼
稚
園
管
理
費
６
３
０

９
万
円
（
34
・
２
％
）

Q
　
幼
稚
園
保
育
料
負
担

金
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
保
育
園
の
保
育
料
負

担
金
と
一
本
化
に
な
る
の

か
。

A
　
一
本
化
で
き
る
か
ど

う
か
検
討
し
て
い
く
。

◎
図
書
館
管
理
費
３
６
６

１
万
円
（
２
・
５
％
）

Q
　
図
書
館
に
、
視
覚
障

が
い
者
用
の
録
音
図
書
や

点
字
図
書
な
ど
を
そ
ろ
え

る
予
定
は
な
い
の
か
。

A
　
社
協
の
方
に
町
報
を

吹
き
込
ん
で
い
た
だ
き
、

貸
し
出
し
て
い
る
。

公
債
費
　
４
億
７
０
２
６

万
円
（
△
３
・
６
％
）

予
備
費
２
５
０
８
万
円

（
０
・
３
％
）

特
別
会
計
予
算

①
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
１
６
億
７
９
７
７
万
円

（
４
・
１
％
）

挙
手
多
数

Q
　
国
保
税
医
療
給
付
費

分
の
均
等
割
り
額
２
８
０

０
０
円
を
、
子
育
て
支
援

の
観
点
で
減
免
す
る
考
え

は
な
い
か
。

A
　
こ
れ
以
上
の
軽
減

は
、
制
度
上
考
え
て
い
な

い
。

②
下
水
道
事
業
特
別
会
計

４
億
９
１
１
９
万
円

（
３
・
３
％
）

全
員
挙
手

Q
　
公
営
企
業
会
計
化
対

応
業
務
委
託
は
、
平
成
31

年
ま
で
続
く
の
か
。

A
　
長
寿
命
化
計
画
等
31

年
ま
で
業
務
委
託
進
め

る
。

（　　）内は対前年比
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一般会計、特別会計の６議案について審議し、原案のとおり可決した。
補正の主なものは年度末の実態に合わせた人件費、共済負担金。地方加速化
交付金情報セキュリティー強化にかかわるもの、ふるさと納税にかかわるも
の、地方創生加速化交付金にかかわるもの、通知カード・個人番号カードに
かかわるもの等々。

主

な

補

正

事

業

の

内

容

○
情
報
政
策
推
進
事
業

費
・
・
・
１
７
６
１
万
円

自
治
体
の
扱
う
情
報
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
に
関

す
る
も
の

○
小
布
施
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
積
立
金
・
・
・
２
０

０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ

い
た
一
部
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
る
も
の

○
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
事
業
（
市
町
村
連
携
５

事
業
・
町
単
独
事
業
２
事

業
）
・
・
・
６
５
１
０
万

円地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置

付
け
ら
れ
た
先
駆
性
の
あ

る
取
り
組
み
を
円
滑
に
実

行
で
き
る
よ
う
に
、
１
０

０
％
国
庫
負
担
で
行
う
も

の○
障
害
福
祉
事
業

費
・
・
・
１
１
５
２
万
円

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

実
績
に
基
づ
く
補
正

○
幼
保
小
中
一
貫
教
育
事

業
費
・
・
・
１
８
７
万
円

特
別
教
室
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
７

台
の
購
入
を
行
う
も
の

○
中
学
校
環
境
整
備
事
業

費
・
・
・
財
源
内
訳
補
正

中
学
校
の
環
境
整
備
に
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
８
０

０
万
円
を
活
用
し
て
行
う

も
の

常
任
委
員
会
で
の
論
点

Q
　
公
会
堂
改
修
資
金
貸

付
基
金
繰
入
金
６
７
０
０

万
の
内
訳
は
何
か
。

A
　
27
年
度
に
各
自
治
会

か
ら
償
還
が
あ
っ
た
も
の

を
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
、
財
政
調
整
基
金
に
積

み
立
て
る
。

Q
　
低
所
得
者
向
け
臨
時

福
祉
給
付
事
業
の
概
念
は

何
か
。
対
象
は
何
人
か
。

A
　
低
所
得
者
の
概
念
は

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
、
課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
扶
養
親
族
等
。

27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付

金
対
象
者
の
う
ち
28
年
度

中
に
65
歳
に
な
る
方
を
対

象
。
１
人
あ
た
り
３
万
円

で
１
４
０
０
人
。

Q
　
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
は
今
ま
で

も
や
っ
て
き
た
が
、
こ
こ

で
や
る
背
景
は
何
か
。

A
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直

接
行
う
業
務
と
利
用
し
て

行
う
業
務
を
分
離
せ
よ
と

い
う
国
か
ら
の
指
示
が

あ
っ
た
。

分
離
す
る
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
の
購
入
費
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
強
化
委
託
料
、

工
事
費
等
を
計
上
。

Q
　
地
方
創
生
加
速
化
事

業
の
町
単
独
事
業
の
説
明

を
し
て
欲
し
い
。

A
　
小
布
施
町
と
し
て
文

化
と
交
流
、
健
康
を
を
軸

と
し
た
新
し
い
観
光
を
組

み
立
て
る
。

例
え
ば
外
国
か
ら
来
る
方

を
小
布
施
町
の
魅
力
を
紹
介

去
る
10
月
28
日
付
で
11
項

目
に
わ
た
り
予
算
要
望
を

行
っ
た
。
町
か
ら
の
対
応

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
老
朽
化
し
た
施
設
の

改
善
等
は
優
先
順
位
を
つ

け
て
進
め
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】

施
設
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
各
課
の
要
望
を
ま
と

め
、
優
先
順
位
付
け
を
し

て
新
年
度
予
算
に
組
み
込

み
ま
し
た
。
そ
の
他
の
改

善
・
改
修
箇
所
は
、
平
成

28
年
度
中
に
年
次
計
画
を

立
て
て
い
く
予
定
。

２
．
交
通
安
全
対
策
を
早

急
に
進
め
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】

以
前
よ
り
指
摘
を
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

27
年
度
末
ま
で
に
行
う
。

駅
前
歩
道
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

２
カ
年
の
計
画
で
整
備
。

通
学
路
の
安
全
確
保
は
、

「
小
布
施
町
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
見

直
し
更
新
し
な
が
ら
、
順

次
整
備
を
進
め
る
。

３
．
都
住
駅
周
辺
整
備
に

つ
い
て
、
歴
史
的
な
文
化

財
の
掘
り
起
こ
し
を
含

め
、
周
辺
自
治
会
の
意
見

聴
取
を
し
な
が
ら
進
め
ら

れ
た
い
。

【
回
答
】

都
住
駅
周
辺
の
整
備
は
、

駅
の
近
辺
に
貴
重
な
遺
跡

や
文
化
財
が
点
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
全
体
的
な
構

想
が
必
要
と
考
え
る
。

地
権
者
の
意
向
を
伺
っ
た

の
で
、
今
後
は
地
元
自
治

会
や
長
野
電
鉄
の
意
向
、

ま
た
文
化
財
保
護
審
議
会

等
で
意
見
を
聞
き
検
討
し

て
い
く
。

６
．
行
楽
期
の
交
通
渋
滞

対
策
に
つ
い
て
、
町
周
辺

部
に
駐
車
場
を
確
保
し

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
等

を
検
討
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】

28
年
度
に
お
い
て
、
臨
時

駐
車
場
確
保
と
町
内
ま
で

の
シ
ャ
ト
ル
運
行
を
予
定

し
て
い
る
。

９
．
医
療
費
抑
制
の
た
め

に①
町
民
健
康
診
査
の
受
診

率
を
上
げ
る
た
め
の
施
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

②
生
活
習
慣
病
重
症
化
予

防
の
た
め
、
食
生
活
等
の

指
導
の
拡
充
を
さ
れ
た

い
。

【
回
答
】

次
の
施
策
を
講
じ
ま
す
。

⑴
保
健
福
祉
委
員
の
地
区

学
習
会
で
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
、
検
診

等
の
受
診
率
向
上
に
つ
な

げ
る
。

⑵
各
自
治
会
や
各
種
団
体

へ
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ

に
出
前
講
座
を
開
催
し
て

い
く
。

⑶
特
定
健
診
検
査
結
果
の

提
出
代
行
業
務
を
か
か
り

つ
け
医
に
行
っ
て
い
た
だ

く
。

⑷
地
域
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
教
室
を
開
催
。

⑸
検
診
結
果
か
ら
特
に
ハ

イ
リ
ス
ク
者
へ
の
訪
問
に

力
を
入
れ
る
。

⑹
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
等

の
導
入
検
討
。

３ 月 会 議  (3/1～3/18)３ 月 会 議  (3/1～3/18)

平成27年度
補正予算の審議

予算編成前に「要望書」提出
　　　　　　　　　　その結果は

総合体育館の屋根もさびて雨漏りがしている

子どもが安全に通学できる配慮を

昨年は混雑時には町中駐車場は常に満車

地方創生加速化交付金 6500万円！

ふるさと応援基金を活用して購入

し
な
が
ら
仕

事
を
増
や

す
。

映
像
ク
リ

エ
ー
タ
ー
を

招
く
こ
と
で

仕
事
を
増
や

す
。
補
助
金

の
性
質
上
、

先
駆
性
・
新

規
性
に
軸
を

置
き
事
業
を

組
み
立
て
て

い
る
。

Q
　
ふ
る
さ

と
応
援
基
金

の
活
用
方
法

は
ど
う
考
え

て
い
る
の

か
。

A
　
一
般
財

源
の
負
担
を

減
ら
す
た
め

に
、
ふ
る
さ

と
応
援
基
金

を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い

た
。
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12
月
22
日
横
町

公
会
堂
で
第
３
回

議
会
報
告
会
＆
意

見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

ҙ
見
ަ

会
で
ଷ

い
た
ओ
な
ҙ
見

˓
町
の
中
心
部
の

ौ

؇

に
つ
い

て
町
は
ど
の
よ
う

に
ߟ
͑
て
い
る
か

˓
ற
ं
場
の
案
内

൘
の
設
ஔ
を

˓
町
民
運
動
会
の

種

に
60
ࡀ
Ҏ
্

も
で
き
る
内
༰
を

取
り
入
れ
て
΄
し

い˓
܀
の

の
า
ಓ

は
า
き
ず
ら
い

ͦ
の
ଞ
一
ൠ
࣭
問

を

ௌ
し
て
の
࣭

問
も
あ
り
ま
し

た
。

議
員
定

・
議
会

に
対
す
る
ҙ
見

˓
政

活
動
අ
は
θ

ϩ
だ
が
報
ु
を
ؚ
め
ݕ
౼

し
て
΄
し
い

˓

間
、
ि

に
議
会
が

開
け
る
よ
う
に
し
、
議
員

の
成
り
手
不
足
の
解
ফ
を

˓
通
年
議
会
は
ど
う
な
の

か

18
人
の
皆
さ
ん
に
ग़
੮
い

た
だ
き
ײ
ँ
ਃ
し
্
͛
ま

す
。


ۙ
な
議
会
の
実
現
を


指
し
ߋ
に
ॆ
実
し
た
会
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
税
条
例
の
一
部
改
正

ɹ
Ϛ
イ
φ
ン
ό
ー
๏
施
行

に

い
、
੫
関

の
ॻ
ྨ

ه
ࡌ
事
߲
の
一
部
を
ม
ߋ

す
る
も
の
で
、
住
民
ੜ
活

に


Ө
ڹ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ࠃ
の
๏
վ
正
に

ै

す
る
も
の
で
、
ઐ
ܾ
ॲ


を
全
員
ࢍ
成
で
ঝ
ೝ
し
ま

し
た
。　

建
設
業
者
か
ら
の

　
　
陳
情
を
審
査

ɹ
ܧ
続
৹
ࠪ
と
し
た
町
内

ݐ
設
ۀ
者

の
支
ԉ
を
ٻ

め
る


に
つ
い
て
、
政

ࡦ
ཱ
案
委
員
会
に
お
い
て



内
༰
の
ษ
ڧ
を
行

い
、
ͦ
の
う
͑
で


内

༰
の
一
部
を
࠾

す
る
も

の
と
し
ま
し
た
。
本
会
議

で
も
全
員
ࢍ
成
で
入
ࡳ
指

名
ۀ
者
の
町
内
ۀ
者

の

༏
ઌ

ྀ
と
最

制
ݶ
Ձ

格
の
Ҿ
き
্
͛
に
つ
い
て

ݕ
౼
を
ٻ
め
る
意
見
ॻ
を

町
長
に
提
ग़
し
ま
し
た
。

　土地改良区
ポンプ修理補助金

補正予算補正予算

陳情陳情　建設業者支援の
町へ意見書提出

１月会議
１月12日

̍
݄
��

ỏ
খ

ࢪ
町
੫

ྫ
ͷ
Ұ
෦
Λ
վ
ਖ਼
͢
Δ
ઐ
ܾ
ॲ


ͷ
ঝ
ೝ
ͱ
政
策
ཱ
Ҋ
ҕ
һ
ձ
ͷ
ܧ
ଓ
Ҋ
݅
ʹ
ର
͢
Δ
৹
ࠪ

Λ
ߦ
͍
·
͠
ͨ
Ố

　
一
般
会
計
補
正

総
務
産
業
常
任
委
員
会

 

小
布
施
町
土
地
改
良
区

 

東
部
第
一
水
源
改
修
事
業

　
　
補
助
金
１
３
８
万
円

Q
ɹ


վ
良
۠
の
ਫ
中

ポ
ン
プ
修
ཧ
අ
ớ
έ
ー
シ

ン
ク

Ờ
ෛ
୲
ۚ
̒
̌
̌

ສ
ԁ
の
内
、
20
ˋ
の
ิ
ॿ

ۚ
１
３
８
ສ
ԁ
の
ิ
正
で

あ
る
が
、
日
ୌ
原


վ

良
۠
の
ෛ
୲
ۚ
も
20
ˋ

か
。

A
ɹ
日
ୌ
原


վ
良

۠
、
小
布
施
町


վ
良

۠
と
も
に
小
布
施
町
の
ิ

ॿ
ׂ
合
は
20
ˋ
で
あ
る
。

Q
ɹ
վ
修

事
の

期
は

ど
う
な
る
の
か
。
ࠓ
年

の
ߞ
࡞
に
間
に
合
う
の

か
。

A
ɹ
ࠓ
ճ
は
、
چ
Ҫ
ށ
ポ

ン
プ
の
έ
ー
シ
ン
ク

修

ཧ
の
み
で
බ
代
࡞
ۀ
に
支

ো
は
な
い
。
ポ
ン
プ
本
ମ

は
次
年

で
ݕ
౼
す
る
。

 

総
務
管
理
費

 

通
信
運
搬
費
39
万
円

Q
ɹ
通
৴
අ
の
૿
ֹ
ิ
正

は
、
発
ૹ
す
る
も
の
が
૿

̍
݄
��

ỏ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ͷ
৹
ࠪ
Λ
総
務
産
業
ৗ


ҕ
һ
ձ
ʹ

ୗ
͠
ỏ
ຊ
ձ
ٞ
ʹ
͓
͍
ͯ
શ
һ
ࢍ

Ͱ
Մ
ܾ
͠

·
͠
ͨ
Ố

横
町
自
治
会
の
皆
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　

 

意
見
交
換
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

小布施町議会　28自治会へお伺いします。

平成28年３月会議　こんな質問をしました。

一般質問一ཡ
݄̏ ̏ʢʣʙ ̐ʢۚʣ࣮ ࢪ

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

①子育て支援の充実について

①子どもの貧困対策として「学習支援」と「子ども食堂」を

①科学的な情報を子育てに役立てて

②町民運動会のさらなる発展を

①403号の進捗状況と当面の課題は

①雁田沖工場団地の今後の活用方法は

②伊勢町・中扇地区集中豪雨時洪水対策について

③小布施町の農業の更なる魅力づくりについて

①再度、駅前の景観整備の検討を

②千年樹の里の開発計画について

①国・県の補助金をより有効的に

①人事評価制度の取り組みは

①ふるさと納税への対応は

中村　雅代

小渕　　晃

関　　悦子

小林　一広

川上　健一

小西　和実

山岸　裕始

福島　浩洋

冨岡　信男

ページ 質　問　事　項議員氏名

P19

P20

P21

P22

①「空家特措法」施行後の「空き家条例」の取り扱いは

②小中学校教科書の採択（選定）基準は

③訪町外国人へのおもてなしは

④予防歯科の提唱による生活習慣病対策は

⑤少子化対策としての結婚支援は

⑥桃源荘ゲートボール場の補修は

①「田舎暮らしの本」に掲載の「住みたい田舎ランキング」への参加は

②ムクドリ被害の推移とその対応・対策は

①国保医療費抑制対応の課題と対応策は

①保健師の訪問活動の充実を

②子ども医療費窓口無料を求める

③介護保険制度の今後について

渡辺　建次

関谷　明生

小林　　茂

小林　正子

ページ 質　問　事　項議員氏名

͑
た
の
か
。
発
ૹ
ઌ
が
૿

͑
た
の
か
。

A
ɹ
パ
ン
ϑ
等
の
発
ૹ

૿
、
年
初
計
画
֎
の
ア
ン

έ
ー
τ
実
施
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

第２回会議

１月

１月27日
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一般質問Ｑ＆Ａ 一般質問Ｑ＆Ａ

ੜ
活
ࠔ
ځ
者
自
ཱ
支
ԉ
๏
に
ج
づ
き

ब
࿑
者
ੜ
活
支
ԉ
セ
ン
タ
ー
が
設
ஔ
さ

れ
て
い
る
。

͜
͜
で
は
ϑ
ー
υ
ό
ン
ク
৴
भ
と
࿈

ܞ
し
て
、
善
意
で
৯
ྉ
を
ू
め
、
セ
ン

タ
ー
に
あ
ら
か
じ
め
登

し
た
方
に
৯

ྉ
を
提
ڙ
し
て
い
る
。
͜
う
し
た
制


を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
子
ڙ
の
ශ
ࠔ

Ո
ఉ
の
状
況
を
ੵ
ۃ
త
に

Ѳ
し
、
ඞ

要
が
あ
れ
ば
「
子
ど
も
৯
ಊ
」
に
つ
い

て
ݕ
౼
し
ま
す
。

Θ
が
ࠃ
の
ক
来
を
୲
っ
て
く

れ
る
の
は
子
ڙ
た
ち
で
す
。
ͦ

の
子
ڙ
た
ち
が
自

の
ເ
と
ر

に


か
っ
て
、
挑
戦
し
自
ら
の
未
来
を

り

開
い
て
行
け
る
よ
う
な

ڥ
を
࡞
っ
て

や
る
の
が
ࢲ
た
ち
大
人
の

任
で
す
。

し
か
し
、
ੜ
ま
れ
た
Ո
ఉ
の
経
ࡁ
త

な

ڥ
に
よ
っ
て
、
学
び
た
く
と
も
จ

۩
代
や
高
ߍ
に
行
く
お
ۚ
が
な
い
の
で

学

な
い
、
৯
අ
を

٧
め
て
い
る
た

め
ӫ
ཆ
ݯ
を
څ
৯
に
ٻ
め
ॆ

な
৯
事

も
で
き
な
い
等
の
ੜ
活
を
し
て
い
る
子ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ڙ
た
ち
の
͜
と
を
「
子
ど
も
の
ශ
ࠔ
」

と
Ӡ
い
、
ް
ੜ
࿑
ಇ
ল
の
ௐ
ࠪ
で
は

ฏ
成
24
年
の
「
子
ど
も
の
ශ
ࠔ

」

は
、
16
ˋ
で
す
の
で
、
1�
ࡀ
Ҏ
Լ
の
子

ڙ
の
う
ち
̒
人
に
１
人
が
֘
当
し
て
い

ま
す
。
小
布
施
町
の
1�
ࡀ
Ҏ
Լ
の
子
ڙ

は
１
̓
８
１
人
で
す
の
で
、
ශ
ࠔ

で

計
ࢉ
を
す
る
と
２
９
̌
人
に
な
り
ま
す

が
、
親
Ҏ
֎
の
ご
親

の
支
ԉ
で
実
数

は
গ
な
い
で
す
が
、
ශ
ࠔ
で
ۤ
࿑
を
し

て
い
る
子
ڙ
は
現
実
に
い
ま
す
。
「
子

ど
も
の
ශ
ࠔ
」
は
ͦ
の
子
に
は
な
ん
の

落
ち

も
な
く
、
ͦ
の
子
も

ん
で
ශ

ࠔ
Ո
ఉ
に
ੜ
ま
れ
た
Θ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
親
も

ん
で
ශ
ࠔ
ੜ
活
を

さ
れ
い
て
い
る
Θ
け
で
な
く
、
ಇ
い
て

も
ಇ
い
て
も
ශ
ࠔ
か
ら
ൈ
け
ग़
せ
な
い

の
が
現
実
で
す
。

ฏ
成
26
年
１
月
「
子
ど
も
の
ශ
ࠔ
ର

ࡦ
ਪ
ਐ
๏
」
が
施
行
さ
れ
、
ࠃ
・
県
で

の
取
り
組
み
が
小
ن

な
が
ら
࢝
ま
り

ま
し
た
。

１
、
小
布
施
町
の
「
子
ど
も
の
ශ
ࠔ

Ո
ఉ
」
の
実

の

Ѳ
は
。

２
、
ฏ
成
28
年

の
ࠃ
・
県
の
༧
ࢉ

か
ら

定
し
ど
ん
な
事
ۀ
が
ਪ
ਐ
で
き

る
か
。

３
、
小
布
施
町
と
し
て
「
学
श
支

ԉ
」
と
「
子
ど
も
৯
ಊ
」
を
、
ڭ
ҭ
関


者
・
民
ੜ
委
員
・
町
づ
く
り
委
員

会
・
有
ࢤ
者
等
の
ご
協
ྗ
を

き
実
施

で
き
な
い
か
。

学
श
支
ԉ
と
し
て
中
学
１
・

２
年
ੜ
を
ର

に
「
学
ྗ

্

支
ԉ
ڭ
ࣨ
」
ớ
参
加
අ
ແ
ྉ
Ờ
を
ຖ
ि

月
༵
日
の
放
課
後
実
施
し
、
中
学
３
年

ੜ
の
ر

者
に
は
ਐ
学
に

け
て
「
学

श
支
ԉ
セ
ミ
φ
ー
」
ớ
参
加
අ
・
月

２
̌
̌
̌
ԁ
Ờ
で
学
び
の
場
の
提
ڙ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ब
学
ԉ
ॿ
අ
の
څ

と
し

て
学
用

、
通
学
用

、
修
学
ཱྀ
行
අ
、

څ
৯
අ
な
ど
に
加
͑
て
大
学
ਐ
学
の

ҭ
ӳ
ۚ
の
ି

、
中
学
ੜ
の
制

ิ
ॿ
、

学
ߍ

ऩ
ۚ
の
ෛ
୲
な
ど
อ
ޢ
者
の
ෛ

୲
ܰ
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。ɹ

小渕　晃議員

子
供
の
貧
困
対
策
と
し
、

「
学
習
支
援
」
と
「
子
ど
も
食
堂
」
を

池
田
教
育
次
長

町
と
し
て
独
自
に
学
習
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す

「
子
ど
も
食
堂
」
の
開
設
を

八
代
健
康
福
祉
課
長

状
況
把
握
し
検
討
し
ま
す

Q A

Q A

ಛ
別
支
ԉ
を
要
す
る
子
ど
も

さ
ん

の
手
ཱ
て
の
ج
本
は
、

ૣ
期
発
見
後
の
ૣ
期
の
発
ୡ
支
ԉ
、
ラ

イ
ϑ
ス
ς
ー
ジ
に
Ԋ
っ
た
施
ࡦ
が
ඞ
要

だ
。
ઐ

ス
タ
ッ
ϑ
と
࿈
ܞ
し
、

れ


の
な
い
き
め
ࡉ
や
か
な
支
ԉ
の
ܧ
続

の
֦
ॆ
は
ど
う
か
。

ద

な
ݸ
別
指
導
を
重
視
し
、

持
て
る
ྗ
を
Մ

な
ݶ
り
৳
ば

し
、
ੜ
き
る
ྗ
を

に

け
、
自
ཱ
を


指
し
ま
す
。
৽
た
に
ྍ
ҭ
の
要
ૉ
を

取
り
入
れ
、
ྟ
চ
発
ୡ
心
ཧ
士
や
ྍ
ҭ

ί
ー
σ
ỹ
ω
ー
タ
ー
等
に
よ
る
発
ୡ
૬

談
事
ۀ
を
実
施
し
、
ݸ
々
の
ಛ
ੑ
に


ྀ
し
ま
す
。ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

�

ࠓ
年

̐
月
よ
り
܀
Ψ
ٰ
༮

ஓ
Ԃ
が
ೝ
定
͜
ど
も
Ԃ
と
し
て

ス
タ
ー
τ
す
る
が
、
運
営
に
つ
い
て


い
た
い
。
ᶃ
入
ॴ
の
状
況
に
ର
し
て

職
員

ஔ
は
ど
う
か
。
ᶄ
ೝ
定
ٴ
び

利
用
࣌
間
の
ҧ
い
に
ど
う
ର
Ԡ
す
る

の
か
。
ᶅ
利
用
者
ෛ
୲
ֹ
の
不
ۉ
ߧ

は
ੜ
じ
な
い
の
か
。
ᶆ
อ
ޢ
者
会
の

運
営
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
ᶇ
อ

ҭ
ॴ
の

ٺ
Խ
に

う
施
設

උ
は
。ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ᶃ
څ
৯
ࣨ
の
૿
ங
、
３
ࡀ
未
ຬ

ࣇ
อ
ҭ
ࣨ
の
վ
ங

උ
を
行
い
、

５
ࡀ
ࣇ
１
級ㇰ
㈫
ㇻ、
̐
ࡀ
ࣇ
２
級
、
３
ࡀ
ࣇ

２
級
、
２
ࡀ
ࣇ
５
名
・
１
ࡀ
ࣇ
５
名
に

見
合
う
อ
ҭ
ڭ
་
、

ཧ
ӫ
ཆ
士
、
ௐ

ཧ
員
を

ஔ
し
ま
す
。
ᶄ
ڭ
ҭ
・
อ
ҭ

を
ر

す
る
す

て
の
子
ど
も
の
発
ୡ

を
อ
ো
す
る
と
ڞ
に
、
อ
ޢ
者
の
子
ҭ

て
支
ԉ
を
図
り
ま
す
。
ᶅ
څ
৯
අ
や
Ԇ

長
อ
ҭ
ྉ
の
実
අ
ෛ
୲
ֹ
を
設
定
し
ެ

ฏ
な
ෛ
୲
ਫ
४
と
し
ま
す
。
ᶆ
อ
ޢ
者

が

員
を
受
け
や
す
い
よ
う
行
事
や
会

議
の
؆
ૉ
Խ
を
図
り
վ
善
に

め
ま
す

ᶇ
༡
ٔ
ࣨ
が
ڱ
く
ۤ
ྀ
し
て
い
る
が
、

内
༰
を


し
な
が
ら
ର
Ԡ
し
て
い
ま

す
。
চ
な
ど
修
સ
Օ
ॴ
は
安
全
ੑ
を
֬

อ
し
、
ࡒ
政
事

を
ߟ
ྀ
し
な
が
ら
実

施
し
ま
す
。

ࠓ
年

、
૯
合
ڭ
ҭ
会
議
が

２
ճ
開
催
さ
れ
た
が
ど
の
よ
う

な
議

が
さ
れ
た
の
か
。
༮
อ
小
中
一

؏
ڭ
ҭ
の
ਪ
ਐ
ମ
制
ま
た
、
ί
ミ
ュ
χ

ς
ỹ
ス
ク
ー
ル
の
位
ஔ
づ
け
は
。

ࡢ
年
̐
月
に
ڭ
ҭ
委
員
会
制


の
վ
ֵ
が
行
Θ
れ
、

任
ମ

制
の
明
֬
Խ
や
ਝ

な
ة
ػ

ཧ
の
構

ங
が
ٸ

で
す
。
学
ߍ
・
Ո
ఉ
・

Ҭ

が
࿈
ܞ
し
た
ڭ
ҭ
の

組
み
づ
く
り
を

ߋ
に
ਐ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
ҭ
ち
を
見

通
し
た
ಛ
৭
あ
る
ڭ
ҭ
を
ਐ
め
て
い
き

ま
す
。
ί
ミ
ュ
χ
ς
ỹ
ス
ク
ー
ル
は
運

営
委
員
会
を
設
ஔ
し

Ҭ
の
方
々
の
๛


な
経
ݧ
や
学
び
を
ੜ
か
し
ま
す
。

一般質問Ｑ＆Ａ

中村雅代議員

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
…
認
定
こ
ど
も
園
は

就
学
前
の
児
童
の
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備
や
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

特
別
支
援
教
育
の
推
進
に

つ
い
て

更
な
る
支
援
の
拡
充
を
し
ま
す

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

中
島
教
育
長

未満児用トイレ…オープンだけどゾウさんの仕切りが

給食は楽しいひと時

中
島
教
育
長

͖Ίࡉ͔ͳݸผࢦಋΛ
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一般質問Ｑ＆Ａ 一般質問Ｑ＆Ａ

町
民
運
動
会
は
、
町
民
૯
参

加
に
よ
る
親
睦
と
࿈
帯
意
ࣝ

ϝ
ー
τ
ル
ඞ
要
だ
と
の
͜
と
だ
が
用


交
ব
で
支
ো
、
計
画
ม
ߋ
は
ඞ
要
な
い

か
。

事
ۀ
の
内
༰
に
つ
い
て
、
町

の
提
案
内
༰
と
県
と
の
ߟ
͑

方
に
は
ೝ
ࣝ
の
ҧ
い
が
あ
る
。
ࠃ
ಓ

̐
̌
３
߸
の

උ
は
、
ࠓ
後
の
小
布
施

町
の
有
り
様
を
ࠨ
ӈ
す
る
重
要
な
事
ۀ

で
あ
り
、
用

ଌ
ྔ
と

݅
ௐ
ࠪ
は
、

町
の
提
言
に
ఴ
っ
た
も
の
で
あ
る
͜
と

が
ඞ
要
で
あ
り
、
ਫ
࿏
の
構

や
ి
ઢ

ྨ
の

中
Խ
の
方
๏
な
ど
に
つ
い
て

も
、
県
と
の
協
議
が
ඞ
要
と
ߟ
͑
る
。

ᶆ
ア
ϝ
リ
Χ
ン
υ
ラ
ッ
グ

が
̐
̌
３
߸
Ԋ
い
に
ग़
ళ
す

る
が

උ
計
画
に
支
ো
は
な
い
の
か
。

ܠ
؍
্
も
問
題
は
な
い
か
。

ݐ
設
現
場
は
۠
画

ཧ
の
際

に

市
計
画
ಓ
࿏
幅
員
の
16

ϝ
ー
τ
ル
幅
で

උ
し
て
お
り
支
ো
は

ࠃ
ಓ
̐
̌
３
߸
の
提
言
ॻ

が
「
ࠃ
ಓ
̐
̌
３
߸

උ
σ

β
イ
ン
会
議
」
を
経
て
、
２
̌
１
２
年

に
県
に
提
ग़
さ
れ
ま
し
た
。
ಓ
࿏
は


流
、
ं
で
の
Ҡ
動
の
意
ຯ
合
い
が
ڧ

い
、
し
か
し
、
ಓ
に
は
人
に
や
さ
し

い
、
人
と
の
交
流
を
࡞
る
Թ
か
さ
が
あ

り
ま
す
。
小
布
施
町
に
と
っ
て
の
ཧ


の
̐
̌
３
߸

උ
の
ਐ

状
況
を
お
ฉ

き
し
ま
す
。
ま
ず
、
県
の
༧
ࢉ
が

き

ま
し
た
が
い
く
ら

い
た
の
か
ࠓ。
後
、

ど
の
様
に
ਐ
め
て
Ώ
く
の
か
。

県
の
ฏ
成
28
年

当
初
༧
ࢉ

に
৽
ن
事
ۀ
༧
ࢉ
と
し
て
発
表

さ
れ
た
。
༧
ࢉ

け
さ
れ
た
͜
と
に
ײ

ँ
し
て
い
る
。
2�
年

༧
ࢉ
は
26
年


か
ら
の
܁
ӽ
事
ۀ
で
ଌ
ྔ
・
設
計
ۀ


で
８
̌
̌
ສ
ԁ
、
28
年

は
用

ଌ
ྔ

と

݅
ௐ
ࠪ
で
８
̌
̌
̌
ສ
ԁ
で
す
。

ͦ
の
後
、
用

の
֬
อ
を
ਐ
め
、
あ
る

ఔ

の
用

が
֬
อ
で
き
た
と
͜
Ζ
で


事
に
ண
手
の
༧
定
。

ಓ

は
ม
͑
な
い
͜
と
が
原

ଇ
と
ࢥ
う
が
、
県
の
説
明
で
は

྆
α
イ
υ
の
ഉ
ਫ
࿏
が
50
セ
ン
チ
ಓ
࿏

と
し
て
活
用
さ
れ
、
実
࣭
１
ϝ
ー
τ
ル

幅
員
が
広
が
る
が
ڐ
༰
ൣ
ғ
か
。

ま
た
、
ి
ઢ

中
Խ
は
า
ಓ
幅
が
２

の
高
༲
・
ମ
ྗ
の

্
を

త
に
、
町

の
一
大
事
ۀ
と
し
て
、

大
に
開
催
さ

れ
て
き
て
い
る
。
ݹ
く
か
ら
大

に
さ

れ
て
き
た
、
ྺ
࢙
あ
る
行
事
で
あ
る
。

ຖ
年
、
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め


意


を
重
Ͷ
て
い
る
ࡢ。
年
は「
小

布
施
第
ೋ
町
民
」
の
参
加
が
あ
り
、
ૉ


ら
し
い
ا
画
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
運
動
会
に
ର
す
る
、
要

、

意
見
も
ฉ
か
れ
る
。「
チ
ー
ム
ฤ
成
が

で
き
な
い
」「
ग़
場
者
が
い
な
い
」「
ڝ

技
種

が
Ϛ
ン
ω
リ
」「
高
齢
者
が
参

加
で
き
る
種

が
গ
な
い
」
な
ど
。

ớ
１
Ờຖ
年
の
意
見
、要

は
ど
͜
で
、

ど
の
よ
う
に
ݕ
౼
さ
れ
る
の
か
。

ớ
２
Ờ
࣌
代
の
ม
ભ
に
Ԡ
じ
て
「
ক

来
の
運
動
会
の
在
り
方
」
な
ど
、
θ
ϩ

ϕ
ー
ス
で
ݕ
౼
す
る
ߟ
͑
は
。

ớ
１
Ờ
意
見
、
要

は
、
ମ

ҭ
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
ਪ
ਐ
委
員

か
ら
な
る
種

ݕ
౼
会
議
で
ݕ
౼
し
、

ͦ
の
後
、
運
動
会
ا
画
委
員
会
議
で
ܾ

定
す
る
。

ớ
２
Ờ
ࠓ
後
も
、
ଟ
く
の
意
見
、
提

言
を
ฉ
き
な
が
ら
、
ຖ
年
、

し
合
い

を
持
ち
、


を
ਚ
く
し
て
開
催
し
て

い
く
。

Q A

Q A Q A

Q A
త
な

報
を
参
ߟ
に
し
て
い
く
。

ớ
３
Ờ
Ո
ఉ
Պ
त
ۀ
で
の
学
श
、
༮
ஓ

Ԃ
で
の
交
流
ମ
ݧ
学
श
、
職
場
ମ
ݧ
学

श
な
ど
を
通
じ
て
、

ੑ
を
ҭ
Ή
学
श

を
ਐ
め
て
い
る
。

「
不
安
で
ݽ
ಠ
な
ҭ
ࣇ
」
の

ཧ
༝
を
Պ
学
త
に

ੳ
し
た

ς
Ϩ
Ϗ
൪
組
、「
最
৽
Պ
学
で
ഭ
る

χ
ッ
ポ
ン
の
子
ҭ
て
」
が
放
ө
さ
れ

た
。
内
༰
は
、「
ग़
࢈
後
は
、
あ
る
ϗ

ル
Ϟ
ン
ớ
Τ
ス
τ
ϩ
ゲ
ン
等
Ờ
が
減
গ

す
る
͜
と
で
ਆ
経
ࡉ
๔
の
ಇ
き
が
ม

Խ
し
、

親
は
不
安
や
ݽ
ಠ
を
ײ
じ
や

す
く
な
る
」、「
子
ど
も
の

ٽ
き
や
イ

Ϡ
イ
Ϡ
は
、

の
発
ୡ
が
未
発
ୡ
な
͜

と
に
よ
る
も
の
で
、

親
の
ҭ
て
方
が

間
ҧ
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
」、「
࢈

後
間
も
な
い

ࠗ
や
、


の
イ
ラ
イ

ラ
は
、
ϗ
ル
Ϟ
ン

ൻ
に
よ
る
も
の
で

あ
る
」
な
ど
が
、
大
ม

か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
て
い
た
。
最
ۙ
、「
ҭ
ࣇ
放

غ
」「
༮
ࣇ
ٮ

」
な
ど
൵
ࢂ
な
事
݅

を
ස
ൟ
に
ࣖ
に
す
る
が
、
子
ҭ
て
に
関

Θ
る
す

て
の
人
が
͜
れ
ら
の
Պ
学

త
な

ࣝ
を
ಘ
た
্
で
、
子
ҭ
て
に
取

り
組
Ή
͜
と
が
ඞ
要
だ
と
௧
ײ
し
た
。

ớ
１
Ờ
྆
親
学
級
な
ど
で
、

親
か
ら

子
ҭ
て
の
ݽ
ཱ
ײ
、
࢈
後
う
つ
、
࢈
後

ク
ラ
イ
シ
ス
な
ど
の
૬
談
は
あ
る
か
。

ớ
２
Ờ
子
ҭ
て
に
関
Θ
る
職
員
や
関


者
は
、
͜
れ
ら
、
Պ
学
త

ࣝ
を
ཧ
解

し
た
্
で
、子
ҭ
て
支
ԉ
、指
導
を
行
っ

て
΄
し
い
が
。

ớ
３
Ờ

ੑ
を
ҭ
て
る
に
は
小
さ
な
࣌

か
ら

ち
Ỵ
ん
と

し
た
り
、
৮
れ
合

う
ମ
ݧ
が
ඞ
要
と
言
Θ
れ
て
い
る
が
、

学
ߍ
ڭ
ҭ
や
ମ
ݧ
学
श
で
の
取
り
組
み

状
況
は
。ớ

１
Ờ
ೕ
༮
ࣇ
૬
談
、
子
ҭ
て

ڭ
ࣨ
、
ち
Ỵ
ん
๚
問
な
ど
で
、

子
ҭ
て
の
ݽ
ཱ
ײ
な
ど
の
૬
談
を
受
け

て
い
る
。
࢈
後
う
つ
に
つ
い
て
は
、
࣭

問
ථ
で
ૣ
期
発
見
と
支
ԉ
に
つ
な
͛
て

い
る
。

ớ
２
Ờ
൪
組
の
内
༰
を
ཧ
解
し
、
Պ
学

関　悦子議員

科
学
的
な
情
報
を
子
育
て
に
役
立
て
て

八
代
健
康
福
祉
課
長

内
容
を
理
解
し
、
参
考
に
し
て
い
く

町
民
運
動
会
の
さ
ら
な
る

発
展
を

池
田
教
育
次
長

今
後
も
工
夫
を
尽
く
し
て
い
く

Q A

Q A

Q A

Q A

みんなで楽しめる運動会をいつまでも。

小林一広議員

４
０
３
号
の
進
捗
状
況
と
当
面
の
課
題

市
村
町
長

平
成
28
年
度
は
用
地
測
量
と
物
件
調
査

な
い
と
ߟ
͑
る
。

ܠ
؍
্
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
よ

り
お
ئ
い
し
、

ࠜ
の
ܗ
状
を

෩
の

ޯ


ࠜ
に
、
֎
壁
も

৭
に
ม
ߋ
し

て
も
ら
い
、
प
ғ
に
২

を
設
け
る
な

ど
ܠ
؍

の

ྀ
に
一
定
の
協
ྗ
を


い
て
い
る
。

国道 403 号整備イメージ図

Q AQ A

アメリカンドラッグ建設風景

※産後クライシスとは、NHKの造語で夫婦の愛情が急速に冷えこむ状況
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̩
̥
̥
大
ے
合
意
後
、


ۀ
は
ඇ
常
に
ݫ
し
い
状
況
に


い
ࠐ
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ձ
格
で
༌

入
さ
れ
る

࢈

に
ෛ
け
な
い

࢈


を
ੜ
࢈
す
る
͜
と
は
も
ち
Ζ
ん
で
す
が
、

町
の

࢈

の
ັ
ྗ
や
良
さ
を
も
っ
と


っ
て
い
た
だ
く
ػ
会
や
৮
れ
る
͜
と

の
で
き
る
ۭ
間
が
あ
れ
ば
と
ߟ
͑
ま
す
。

ớ
１
Ờ
ັ
ྗ
や
良
さ
を
発
৴
で
き
る

ڌ

・
ۭ
間
は
で
き
な
い
か
。

ớ
２
Ờ

Ո
Ϩ
ス
τ
ラ
ン
は
で
き
な

い
か
。

ớ
１
Ờ
৽
た
な
ڌ


උ
は

લ
ճ

ห
し
た
通
り
で
、
ࠓ
後
、

̒
次
࢈
ۀ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
町
に

し
か
な
い


開
発
が
ٸ

と
ଊ
͑
る
。

ớ
２
Ờ
Ϩ
ス
τ
ラ
ン
も
、
Ֆ

等
有

効
活
用
し
、
ັ
ྗ
発
৴
に
つ
な
͛
た
い
。

ઌ
ご
Ζ
町
ݐ
設
ਫ
ಓ
課
か

ら
、
ҏ

町

ڮ
Լ
の
三
֯


帯
に

す
る
า
ಓ

උ

事
の
お

ら

せ
が
あ
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
ҏ

町

の
ഉ
ਫ
࿏
൙
ཞ
Օ
ॴ
の
ର
ࡦ

事
が
࢝

ま
る
も
の
と
期

を
し
て
お
り
ま
す
。

ớ
１
Ờ
า
ಓ

උ
ٴ
び
２
౩
の
解
ମ


事
ऴ
ྃ
後
、
ߑ
ਫ
ର
ࡦ
に

け
た


事
が
行
Θ
れ
る
も
の
と
ࢥ
Θ
れ
ま
す
が
、


事
の
࣌
期
、
ن

、
内
༰
は
。

ớ
２
Ờ
ن

の
大
き
な
ਁ
ಁ
ຟ
あ
る

ฏ
成
22
年
か
ら
ߋ

の
状

ଶ
で
利
用
さ
れ
ず
に
来
た
أ

ా
ԭ

場
ஂ

の
利
用
が
、


վ
良

ิ
ॿ
事
ۀ

ྃ
か
ら
８
年
が
経
ա
し

た
͜
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
Մ

と
な

る
と
ฉ
き
、
΄
っ
と
す
る
ࢥ
い
と
同
࣌

に
、
活
用
す
る
に
は

き
に
ࣦ
し

೦

で
な
り
ま
せ
ん
。

町
に
と
っ
て

場
用

は
ۃ
め
て

গ
な
く
、
و
重
な
࢈
ۀ
ࢿ
ݯ
と
ߟ
͑
ま

す
。
長
野
県
で
一
൪
小
さ
な
町
の
、
小

さ
な

場
用

。

場
が
༠
க
さ
れ
れ

ば
、
ޏ
用
も
ੜ
ま
れ
、

場
Ք
ಇ
と
な

れ
ば
ͦ
͜
か
ら

流
が
広
が
り
、
経
ࡁ

効
果
は
大
き
な
も
の
と
な
る
と
ߟ
͑

ま
す
。
町
民
の
ଟ
く
の
方
が
期

を
د

せ
て
き
た
も
の
と
ࢥ
い
ま
す
。

ớ
１
Ờ

場
用

と
し
て
۩
ମ
త
な

活
用
内
༰
が
ܾ
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。�

ớ
２
Ờ

場
用

Ҏ
֎
の
活
用
方
๏

は
Մ

な
の
か
。

ớ
１
Ờ


վ
良
事
ۀ
の
റ

り
が
ฏ
成
2�
年
３
月

で
ऴ

Θ
り
、
現
在
計
画

に
ྡ

す
る
ا
ۀ

に

ֻ
け
を
し
て
い
る
状
況
、
ま
た
町

内
の
数
ࣾ
か
ら
も
計
画


ग़
た
い
と

の

も
ฉ
い
て
い
る
。
ࠓ
後
、
۩
ମ
త

な
ௐ

を
し
、
ૣ
期
実
現
を
図
っ
て
い

く
。ớ２

Ờ
し
た
が
っ
て
、

場
ஂ

Ҏ

֎
の
活
用
に
つ
い
て
は
ߟ
͑
て
い
な
い
。

い
は
ௐ


を
設
ஔ
し
た
場
合
、
ྡ


す
る
ࠃ
ಓ
̐
̌
３
߸
ớ

ڮ
Ờ
に
༩
͑

る
Ө
ڹ
は
ແ
い
の
か
。

ớ
３
Ờ
ࠓ
後
ଞ
の
ߑ
ਫ
に
よ
る
ඃ



۠

の
ର
ࡦ
の
ਐ
め
方
は
。

ớ
１
Ờ
ௐ


本
ମ
の

事
は

̐
月
に
入
っ
て
発

༧
定
。
構


は
ޢ
؛
ϒ
ϩ
ッ
ク
ੵ
み
構

で
、
ਂ

さ

５
̼
、

の
༰
ྔ
は
８
̌
̌
τ
ン

で
、

期
は
３
έ
月
を
見
ࠐ
ん
で
い
る
。

ớ
２
Ờ
Ө
ڹ
に
つ
い
て
は
、
ಓ
࿏


ཧ
者
の
ਢ
ࡔ
ݐ
設
事

ॴ
に
設
計
協
議

を
行
い
問
題
な
い
と
ճ

を
い
た
だ
い

て
い
る
。

ớ
３
Ờ
ͦ
の
ଞ
の
ඃ


۠
に
つ
い

て
は

ݩ
自
治
会
等
と
協
議
を
し
、
ਫ

࿏
վ
修
を
行
う
と
と
も
に
、
Ӎ
ਫ
ਁ
ಁ

ຟ
に
つ
い
て
も
協
ྗ
を
い
た
だ
き
な
が

ら
設
ஔ
を
ਐ
め
て
い
く
。

Ӻ
લ
通
り
に
࡞
ら
れ
る
ݐ


な
ど
が
小
布
施
町
の
ݰ
関

口
で
あ
る
小
布
施
Ӻ
લ
の
ܠ
؍
を
ஶ

し
く
ଛ
Ͷ
て
い
る
と
12
月
に
࣭
問
を

行
っ
た
が
、
一
部
վ
善
さ
れ
た
の
み
で

解
ܾ
し
て
い
な
い
。

͜
の
݅
に
つ
い
て
ର
Ԡ
を

や
か

に
行
う

き
で
あ
る
と
ߟ
͑
る
。
行
政

と
し
て
し
っ
か
り
と
指
導
を
し
て
、
小

布
施
町
ら
し
い
町
ฒ
み
づ
く
り

の

協
ྗ
を
ڧ
く
要

す

き
で
あ
り
、
ૣ

ٸ
に
ର
Ԡ
を
ඞ
要
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ಓ
࿏
に
ઇ
が
山

り
に
な
っ

て
い
る
͜
と
に
つ
い
て
、
住
民
の
方
か

ら
安
全
と
ܠ
؍
の
྆
໘
か
ら
ۤ

を


い
て
い
る
。
͜
れ
ら
の
͜
と
に
つ
い

て
、
行
政
と
し
て
現
状
を
ど
の
よ
う
に

ߟ
͑
、
ど
う
ର
Ԡ
し
て
い
く
の
か
。

Ӻ
લ
の
３
֊
ݐ
て
の
ݐ


に
つ
い
て
は
、

֎
ػ
を
壁
໘

と
同
じ
৭
に
ృ
っ
て

く
͜
と
と
な
り
、

ౙ
ق
は
ة
ݥ
な
た
め
３
月
Ҏ
߱
に
実
施

を
し
て
い
く
༧
定
と
֬
ೝ
し
て
い
る

ઇ
山
に
つ
い
て
は
、
ࡢ
年
৴
ೱ
町
で

小
学
２
年
ੜ
が
ઇ
ࣺ
て
場
で
༡
ん
で
い

て

く
な
る
事
ނ
が
ى
き
て
お
り
、
ご

指
ఠ
の
通
り
ة
ݥ
ੑ
を
ؚ
ん
で
い
る
。

ಓ
࿏

ཧ
者
で
あ
る
長
野
県
ਢ
ࡔ
ݐ
設

事

ॴ
に
状
況
を
見
る
中
で
ഉ
ઇ
を
お

ئ
い
し
て
い
き
た
い
。ɹ
ɹ


Ҭ
ີ
ண
ܕ
հ
ޢ
α
ー
Ϗ

ス
施
設
と
グ
ル
ー
プ
ϗ
ー
ム

２
Ϣ
χ
ッ
τ
と
๚
問

ޢ
ス
ς
ー
シ
ἀ

ン
を
設
ஔ
し
た
৽
し
い
施
設
が
、
来
年


に
は
千
年
थ
の
ཬ
、
৽
ੜ
ප
Ӄ
に
ྡ


し
て
開
設
༧
定
で
し
た
。

し
か
し
、
設
計
が

れ
て
し
ま
い
、

͜
の
ま
ま
で
は
開
設
が
ฏ
成
�0
年

に


れ
て
し
ま
う
お
ͦ
れ
が
あ
る
と
ݒ
೦

し
て
い
ま
す
。

現
在
は
ࠃ
も
հ
ޢ

野
に
ྗ
を
入
れ
、

ڧ
ྗ
な
支
ԉ
を
行
っ
て
い
く
が
、
͜
の

計
画
が

れ
て
し
ま
う
͜
と
に
よ
っ
て

ͦ
の
ଞ
の
հ
ޢ
事
ۀ
に
も
ඇ
常
に
ѱ
Ө

ڹ
を
༩
͑
る
の
で
は
な
い
か
と
ݒ
೦
さ

れ
ま
す
。

ᶃ
な
ͥ
͜
の
よ
う
な
事
ଶ
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
ৄ
ࡉ
に
事

と
現
在
の
状

況
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

ᶄ
計
画
を
ന
ࢴ
ఫ
ճ
す
る
、
ૣ
ٸ
に

小西和実議員

再
度
、
駅
前
の
景
観
整
備
の
検
討
を

畔
上
建
設
水
道
課
長

指
導
と
お
願
い
を
行
い
対
応
し
て
い
く

千
年
樹
の
里
の
開
発
計
画

に
つ
い
て

久
保
田
副
町
長

計
画
が
ま
と
ま
り
次
第
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
説
明
さ
せ
て
頂
く

町が建設する介護施設の
予定地の現況

Q A

Q A

Q A

川上健一議員

雁
田
沖
工
場
団
地
の
今
後
の
活
用
方
法
は

畔
上
建
設
水
道
課
長

早
期
実
現
を
図
っ
て
い
く

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

伊
勢
町
・
中
扇
地
区
集
中
豪

雨
時
洪
水
対
策
に
つ
い
て

町
農
業
の
更
な
る
魅
力
づ
く
り

に
向
け
て

畔
上
建
設
水
道
課
長

市
村
町
長

調
整
池
４
月
に
発
注
予
定

町
に
し
か
な
い
商
品
開
発
が
急
務

Q A

解体工事が進む伊勢町地区陸橋下

小布施の出入り口である駅前の
景観が張り紙やポールにより損
なわれている

Q A

開
設
の

్
を
ཱ
て
る
な
ど
、

や
か

に
ର
Ԡ
を
す
る

き
で
あ
る
。
۩
ମ
త

に
現
状
の
解
ܾ
ࡦ
を
ࣔ
し
て
く
だ
さ
い
。

ᶅ
「

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
で
ࡁ

Ή
͜
と
で
は
な
い
。
ࠓ
ճ
の

Ԇ
の


任
の
ॴ
在
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ฏ
成
26
年
11
月
の
議
会
全
員

協
議
会
で
議
会
に
説
明
し
た
際

は
、
ฏ
成
28
年


成
と
お

し
た
経

ա
が
あ
る
が
、
ͦ
の
後
ࡒ
ݯ
の
֬
อ
、

ݐ
設
用

の
֬
อ
な
ど
ݕ
౼
事
߲
が
あ

り
、
さ
ら
に
ݐ
設
案
に
つ
い
て
町
民
の

皆
さ
ん
に
説
明
し
ご
ཧ
解
を

く
ඞ
要

が
あ
る
と
の

அ
か
ら
第
̒
期
の
計
画

期
間
内
で
あ
る
ฏ
成
2�
年

中
に
ݐ
設

す
る
༧
定
で
あ
る
。
ૉ
案
が
ま
と
ま
り

次
第
町
内
福
祉
施
設
関
࿈
の
皆
さ
ん
や

議
会
に
説
明
し
、
ฏ
成
28
年

の
町
政

懇
談
会
で

を
し
て
い
き
た
い
。
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ฏ
成
28
年

の
一
ൠ
会
計
༧

ࢉ
案
で
は
、
ࠃ
県
ิ
ॿ
ۚ
は
合

せ
て
５
ԯ
８
８
３
ສ
̐
千
ԁ
で
全
ମ
の

11
・
２
ˋ
を

め
て
い
る
。
ิ
ॿ
ۚ
活

用
で
課
題
と
ߟ
͑
る
の
は
、

方

ੜ

加

Խ
交

ۚ
事
ۀ
の
よ
う
に
、
制


の
֓
要
を

࣌
間
で
お

ら
せ
す
る
͜

と
が
ଟ
い
な
ど
、
࣌
間
త
に
े

な
༨

༟
が
な
い
と
い
っ
た
場
合
。

県
の
「
ݩ
ؾ
づ
く
り
支
ԉ
ۚ
」
事
ۀ

で
も
、
े

に
支
ԉ
ۚ
を
活
か
し
き
れ

て
い
な
い
໘
が
あ
る
。

町
で
は
、
ا
画
政
ࡦ
課
を
中
心
に
各

୲
当
課
が
࿈
ܞ
し
、
ࡒ
政
と
も
ど
も
ิ

ॿ
ۚ
の

報
ऩ
ू
に
ྗ
を
入
れ
て
ま
い

り
た
い
。
現
在
の
と
͜
Ζ
、
৽
た
な
組

৫
の
ฤ
成
は
ߟ
͑
て
い
な
い
。

一
方
、
ܚ
Ԡ
̨
̙
̢
の
お
ྗ
を
お
आ

り
し
て
い
る
໘
も
あ
る
。
ܚ
Ԡ
̨
̙
̢

や
ଟ
く
の
大
学
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

৽
し
い
ิ
ॿ
事
ۀ
の

報
を
い
ち
ૣ
く

お
持
ち
の
方
も
お
い
で
に
な
り
小
布
施

町
が
࿈
ܞ
し
て
い
る
大
学
等
か
ら

報

提
ڙ
い
た
だ
く
͜
と
も
あ
る
。

ࠓ
後
と
も
、
ࠃ
な
ど
の
ิ
ॿ
ۚ
を
活

用
し
て
い
く
͜
と
が
大

。

導
入
に
あ
た
り
ۀ

委
ୗ

者
ớ
ࣾ
Ờ
は
、ま
た
委
ୗ
内
༰
は
。

᷂
セ
ー
ル
ス
Ϣ
χ
ό
ー
シ

チ
ỹ

委
ୗ
Ψ
イ
υ
ラ
イ
ン
と

な
る
ධ
Ձ
制

実
施
ن
定
や
実
施
要
ྖ

ớ
運
用
の
手
Ҿ
き
Ờ
ධ
Ձ
シ
ー
τ
お
よ
び

研
修
会
等
を
委
ୗ
ま
た
、
よ
り
良
い
制


に
成
る
た
め
に
2�
年

を
ؚ
め
３
年

΄
ど
を
見
ࠐ
ん
で
い
る

ධ
Ձ
者
は
ど
の
職
Ҭ
や
ど
の


職
の
ཱ
場
の
職
員
が
な
り
͑

る
の
か
。

ධ
Ձ
者
は
ඃ
ධ
Ձ
者
に
ର
し

て
全

任
を
も
っ
て
ධ
Ձ
す
る

事
を
課
し
て
い
る
。
ͦ
の
た
め
に
は
お

ޓ
い
の
৴
པ
関

を
ங
く
事
が
大

だ

福島浩洋議員

人
事
評
価
制
度
の
取
り
組
み
と
意
気
込
み
は

Q A

田
中
総
務
課
長

更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す

山岸裕始議員

国
・
県
の
補
助
金
を
よ
り
有
効
的
に

田
中
総
務
課
長

今
後
と
も
情
報
収
集
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

ۙ
年
全
ࠃ
త
に

ら
し
が

๛
か
に
な
り
、
Ձ

؍
の
ଟ
様

Խ
が
ਐ
ん
で
い
ま
す
。

ࠃ
民
が
行
政
に

Ή
͜
と
も
ଟ
ذ
に

Θ
た
り
、
行
政
に

Ή
も
の
を
ଊ
͑
る

͜
と
が
ඇ
常
に
ࠔ

と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

し
か
し
ͦ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で

も
、
小
布
施
町
に
住
み
た
い
と
ײ
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
町
民
の
χ
ー
ζ

を
త
֬
に
と
ら
͑
施
ࡦ
に

ө
し
て
い

く
͜
と
が
ඞ
要
で
す
。

ݶ
ら
れ
た
ࡒ
ݯ
の
中
、
町
民
χ
ー
ζ

を
গ
し
で
も
ଟ
く

ө
さ
せ
る
た
め
に

は
ࠃ
や
県
の
ิ
ॿ
ۚ
の
活
用
が
不
Մ
ܽ

と
ߟ
͑
࣭
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
ち
Ζ
ん
ࠃ
・
県
の
ࡒ
ݯ
だ
か
ら
と

ඞ
要
の
な
い
事
ۀ
を
行
う
の
に
は

ର

で
す
が
、
小
布
施
町
が
૯
合
計
画
に

Ԋ
っ
て
行
う
事
ۀ
、
町
民
か
ら
の
要


が
ଟ
い
事
ۀ
で
ਃ

す
れ
ば
֫
ಘ
で
き

Q A

Q A
子
ҭ
て
支
ԉ
。

ᾉ
ଟ
様
な
学
び
場
の
ॆ
実
。

ᾊ
果

の
ϒ
ラ
ン
υ
Խ
と

ۀ
を
࣠

と
し
た
࢈
ۀ
の
ॆ
実
。

ᾋ
̞
タ
ー
ン
ʗ
̪
タ
ー
ン
で
の
定
住

を
ଅ
ਐ
。ɹ
ɹ
ɹ

ᾌ
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
ਪ

ਐ
。
Ҏ
্
に
お
い
て
も
各
部
ॺ
で
৻
重

に
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
ߟ
͑
ま
す
。

因
み
に
主
װ
・
主
ࠪ
や
主
事
の
職
員

は

長
が
ධ
Ձ
者
、
ま
た
課
長
は

長

を
、
副
町
長
は
課
長
を
ධ
Ձ
す
る
事
と

な
り
ま
す
。ඃ

ධ
Ձ
者
の
職
員
に
ର
し

て
ど
の
様
な

ඪ

を
設
定

し
１
年
間
日
ࠒ
の
ۀ

と
ซ
せ
て
ਐ

め
て
い
く
か
、
ͦ
の
た
め
の
説
明
会
、

ษ
ڧ
会
や
ߨ
श
会
は
構
ங
さ
れ
て
い

る
か
。

28
年

は
ま
ず
一
ൠ
職
員

か
ら
実
施
し
ྟ
࣌
職
員
に
つ

い
て
は
導
入
を
視
野
に
ݕ
౼
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
一
つ
の
ς
ー
ϒ
ル
で

し

合
い
を
行
な
い
ୡ
成
す
る
数

が
۩

ମ
త
に
定
ま
る
も
の
。

ɹ

૭
口
で
τ
ラ
ϒ
ル
を
ى

͜
さ
な
い
も
の
と
す
る
も

の
か
。

ɹ

長
期
త
な
計
画
を
ཱ
て

る
事
が

ඪ
と
成
る
も
の

等
、
様
々
な

ඪ
を
設
け

て
い
ま
す
。
現
在
1�
ճ
΄

ど
の
研
修
会
や
ษ
ڧ
会
を

開
催
、
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
に

試
行
中
で
す
。

制

導
入
に
当
た
り
初
年


の
ߟ
課
は
ど
の
ఔ

の
期


と
成
果
を
ߟ
͑
て
い
る
か
。

あ
ら
た
め

て
組
৫
と

し
て
Կ
を

指
し

て
い
る
か
を
֬
ೝ

し
合
い
ͦ
れ
に


か
っ
て
行
く
組
৫

の
࢟

を
࡞
り
、
よ

り
良
い
ߋ
な
る
住

民
α
ー
Ϗ
ス
の


্
や
ର
人
ί
ミ
ュ

χ
έ
ー
シ
ἀ
ン
を

ங
い
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
28
年


の
重

施
ࡦ
̒
߲


の
、

ᾇ
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り

の
ਪ
ਐ
。

ᾈ
お
子
さ
ん
を

ੜ
み
ҭ
て
や
す
い

Q A

Q A
る
ิ
ॿ
ۚ
は
ੵ
ۃ
త
に
活
用
す

き
と

ߟ
͑
ま
す
。

ま
た
小
布
施
町
の
町
民
も
ࠃ
੫
・
県

੫
を
支

っ
て
い
ま
す
。

ଞ
の
市
町
村
よ
り
も
ஶ
し
く
ࠃ
・
県

の
ิ
ॿ
ۚ
の
活
用
状
況
が
ѱ
い
と
支


っ
た
੫
ۚ
と
ൺ
ֱ
し
て
े

な
α
ー

Ϗ
ス
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
͜
と
に

な
り
ま
す
。

�

小
布
施
町
の
職
員
は
ج
ૅ
自
治
ମ

の
中
で
も
、
住
民
に
最
も

ۙ
な
行
政

と
し
て
町
民
χ
ー
ζ
に
د
り
ఴ
い
ॊ
ೈ

な
ର
Ԡ
を
す
る
と
い
う
͜
と
で
は
ಛ
別

に
༏
れ
て
い
ま
す
。

ͦ
の

໘
、
高

Խ
す
る
行
政
事


を
ॲ
ཧ
す
る
。
ま
た
ෳ
ࡶ
Խ
し
て
い
る

ࠃ
の
事
ۀ
を

Ѳ
し
て
ඞ
要
な
ิ
ॿ
ۚ

等
を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
໘
で
は
ま

だ
ま
だ

ྗ
の
ඞ
要
が
あ
る
と
ײ
じ
ま

す
。ԣ

அ
త
に
組
৫
を

Ѳ
し
て
小
布
施

町
の
行
う
事
ۀ
に
ඞ
要
な
ิ
ॿ
ۚ
等
の


հ
や
ਃ

に
あ
た
る
事

の
取
り
ま

と
め
を
で
き
る
人
ࡐ
の
活
用
、
例
͑
ば

൧
ߝ
町
で
は
参
༩
と
し
て
૯

ল
か
ら

職
員
を
ট
い
て
い
ま
す
。
小
布
施
町
で

も
Ҏ
લ
県
の
職
員
と
人
事
交
流
等
あ
り

ま
し
た
。
ͦ
う
い
っ
た
人
ࡐ
の
活
用
、

ま
た
は
組
৫
の
ฤ
成
が
ඞ
要
と
ߟ
͑
ま

す
が
町
の
方

は
。

月下美人

Q AQ A

Q A

Q AQ A
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小
布
施
町
は
ฏ
成
26
年
３

月
24
日
に
「
ۭ
き
Ո
等
の
ద
正


ཧ
に
関
す
る

例
」
を
施

行
。
ࠃ
は
ฏ
成
2�
年
５
月
26
日
に
「
ۭ

Ո
等
ର
ࡦ
の
ਪ
ਐ
に
関
す
る
ಛ
別
ા

ஔ
๏
」
を
全
໘
施
行
し
ま
し
た
。
ݑ
๏

第
�4

は
「

方
ެ
ڞ
ஂ
ମ
は
、
ộ
ộ

๏

の
ൣ
ғ
内
で

例
を
制
定
す
る

͜
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
町

の
ର
Ԡ
を

い
ま
す
。

๏

と
の
関

を
ਫ਼
ࠪ
し
、


例
の
վ
正
・
ഇ
止
を
ݕ
౼
し

た
い
。

໋
ྩ
に
ै
Θ
な
い


ॴ
有

者
に
ର
す
る
ެ
表
ن
定
に
つ
い

て
、
ࠃ
の
๏

で
は
「
ඪ
ࣝ
の
設
ஔ
」

と
ن
定
し
て
い
る
の
に
ର
し
て
、
町
の


例
は
、「

場
લ
ܝ
ࣔ
൘
ٴ
び
町
ϗ
ー

ム
ϖ
ー
ジ
の
ܝ
ࡌ
を
も
っ
て
行
う
も
の

と
す
る
」
と
ن
定
し
て
い
ま
す
。
本
来
、

ެ
表
の

త
は
義

ཤ
行
֬
อ
や

報

提
ڙ
で
あ
っ
て
േ
ଇ
త
効
果
を
ૂ
う


き
で
は
な
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

๏

は
、
ඪ
ࣝ
の
設
ஔ
Ҏ

֎
、
ল
ྩ
や
ࠃ
の
指

で
、
市

町
村
の
ೝ
め
る
方
๏
で
ެ
ࣔ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

৽
ฉ
報
ಓ
に
よ
り
ま
す
と
、

２
̌
１
̐
年
８
月
に
、
ڭ
Պ

ॻ
ग़
൛
ࣾ
で
あ
る
三
ল
ಊ
が
、「
ฤ
ू

会
議
」
を
開
き
、
長
野
県
の
ڭ
員
ら
を

ট
き
、
ݕ
定
ن
ଇ
で
ې
止
さ
れ
て
い
る

の
に
ݕ
定
中
の
ڭ
Պ
ॻ
を
見
せ
て
現
ۚ

５
ສ
ԁ
を

し
て
い
た
と
の
͜
と
。
ͦ

の
ଞ
の
ग़
൛
ࣾ
で
は
、
౦
ژ
ॻ
੶
や
光

村
図
ॻ
な
ど
が
、
１
ສ
ԁ
か
ら
２
ສ
ԁ

を

し
て
い
た
と
の
͜
と
で
す
。

小
布
施
町
の
小
中
学
ߍ
用
ڭ
Պ
ॻ
は
、

ど
の
よ
う
な
人

に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
ج
४
で
બ
定
さ
れ
る
の
で
す
か
。

小
布
施
町
は
ਢ
ࡔ
市
、
高
山

村
と
ڞ
に
ڞ
同
࠾

を
し
て
い

ま
す
。
ڭ
Պ
ॻ
ຖ
に
̐
Ỗ
５
名
の
委
員

で
ௐ
ࠪ
研
究
委
員
会
を
組
৫
し
、
県
ڭ

ҭ
委
員
会
か
ら
提
ࣔ
さ
れ
る
ௐ
ࠪ
؍


ࢿ
ྉ
に
ج
づ
き
࠾

し
ま
す
。

渡辺建次議員

ࣃ
と
口
ߢ
の
健
康
を
อ
つ

と
い
う
͜
と
は
、
年
を
と
っ

て
も
自

の
ࣃ
で
ຯ
Θ
う
͜
と
が
で

き
、
৯
ੜ
活
が
ॆ
実
す
る
だ
け
で
な

く
、
お
い
し
い
৯
事
や
会

を
楽
し
Ή

͜
と
が
で
き
る
な
ど
、
健
康
で
࣭
の
高

訪
町
外
国
人
へ
の
お
も
て
な
し
は

少
子
化
対
策
と
し
て
の
結
婚
支
援

予
防
歯
科
の
提
唱
に
よ
る

生
活
習
慣
病
対
策

桃
源
荘
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
補
修

小
中
学
校
用
教
科
書
の

採
決
（
選
定
）
基
準
は

竹
内
産
業
振
興
課
長

八
代
健
康
福
祉
課
長

八
代
健
康
福
祉
課
長

八
代
健
康
福
祉
課
長

中
島
教
育
長

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
多
言
語
化
し
た
い

適
切
な
環
境
整
備
と
、
外
国
人
が
求
め

る
魅
力
発
見
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

全
町
民
向
け
に
は
隔
年
で
須

高
３
市
町
村
で
歯
の
健
康
を

守
る
住
民
の
集
い
を
開
催

補
修
等
必
要
な
も
の
は
そ
の

都
度
対
処
し
適
切
に
管
理
し

て
い
き
た
い
。

地
区
協
議
会
と
調
査
研
究
委
員
会

の
合
同
会
議
で
決
定
し
ま
す

Q A

「
空
家
特
措
法
」
施
行
後
の

「
空
き
家
条
例
」
の
取
り
扱
い

八
代
健
康
福
祉
課
長

条
例
の
改
正
・
廃
止
を
検
討
し
た
い

Q A

;
る
さ
と
ೲ
੫
の
在
り
方
を
ݕ
౼
す
る

࣌
期
に
来
て
い
る
か
と
ࢥ
い
ま
す
が
ߟ

͑
を
ฉ
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

;
る
さ
と
ೲ
੫
関
࿈
事
ۀ
の

ࣥ
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
布

施
町
な
ら
で
は
の

組
み
や
༏
良
な


࢈

、


ۀ

を
ײ
ँ
ಛ
య
に
す
る

͜
と
に
よ
り
、
ࡀ
入
の
ࡒ
ݯ
を
֬
อ
し

つ
つ
、
࢈
ۀ
ৼ
ڵ
、

Ҭ
ৼ
ڵ
が
図
れ

る
の
で
あ
れ
ば
と
、
ଟ
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
ฉ
き
し
、
ฏ
成
2�

年
̐
月
か
ら
方

を
స
換
し
ੵ
ۃ
త
に

実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
制

の
在
り

方
を
ݕ
౼
す
る
͜
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ご
د

を
い
た
だ
く
͜
と
は
大
ม

あ
り
が
た
い
͜
と
で
あ
り
、
ࠃ
が
;
る

さ
と
ೲ
੫
の
制

を
ܧ
続
す
る
中
で

は
、Ҿ
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

;
る
さ
と
ೲ
੫
は

్
を
指
定
で
き

る
͜
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
;
る

さ
と
ೲ
੫
を

త
੫
Խ
す
る
と
い
う
ߟ

͑
に
よ
り
、
指
定
し
た
事
ۀ
の
大

な

ࡒ
ݯ
と
し
て

Θ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
ߟ
͑
て
い
ま
す
。

制

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
も
、

;
る
さ
と
ೲ
੫
制

だ
け
を
当
て
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ಛ
࢈

を
通
じ
て
小

布
施
町
を
Ԡ
ԉ
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

ߟ
͑
の
も
と
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
事
ۀ
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

;
る
さ
と
ೲ
੫
制

は
、
ଟ

く
の
人
が

方
で
ੜ
ま
れ
、
ͦ

の
自
治
ମ
か
ら
ҩ
ྍ
や
ڭ
ҭ
等
様
々
な

α
ー
Ϗ
ス
を
受
け
て
ҭ
ち
、
や
が
て
ਐ

学
や
ब
職
を
ػ
に
ੜ
活
の
場
を

会
に

Ҡ
し
、
ͦ
͜
で
ೲ
੫
を
行
っ
て
い
る
結

果
、

会
の
自
治
ମ
の
੫
ऩ
は
૿
͑
ま

す
が
、
ੜ
ま
れ
ҭ
っ
た
ނ
ڷ
の
自
治
ମ

に
は
੫
ऩ
が
入
り
ま
せ
ん
。
ͦ
͜
で
ࠓ

は

会
に
住
ん
で
い
て
も
、
自

を
ҭ

ん
で
く
れ
た
ނ
ڷ
に
、
自

の
意
ࢤ
で

い
く
ら
か
で
も
ೲ
੫
で
き
る
制

が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
ͦ
ん

な
問
題
提
ى
か
ら
࢝
ま
り
、
数
ଟ
く
の

議

や
ݕ
౼
を
経
て
ੜ
ま
れ
た
制

が

;
る
さ
と
ೲ
੫
制

で
す
。

;
る
さ
と
ೲ
੫
制

は
、

方
で
ੜ

ま
れ
ҭ
っ
た
人
や

市
部
に
住
Ή
人

が
、

市
部
に
い
な
が
ら
ނ
ڷ
に
ೲ
੫

す
る
͜
と
で

方
を
Ԡ
ԉ
す
る
制

で

す
が
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
を
֫
ಘ
す
る
た

め
ฦ
ྱ

ڝ
૪
が
発
ੜ
し
て
き
て
い

て
、
現
状
の
ま
ま
ਪ
Ҡ
す
る
と
、

方

に
と
っ
て
活
ੑ
Խ
ど
͜
Ζ
か
、
࢈
ۀ
の

ਰ
ୀ
、
ࡒ
政
ഁ
た
ん
も
ؚ
め
て
ਂ
ࠁ
な

事
ଶ
に
な
る
͜
と
も
༧

さ
れ
ま
す
。

小
布
施
町
の
;
る
さ
と
ೲ
੫
の
12

月

ま
で
の
実
績
を
見
ま
す
と
、
د


݅
数
、
̒
３
̐
５
݅
、
د

ۚ

ֹ
９
９
８
３
ສ
ԁ
と
な
っ
て
い
て
、

د

ฦ
ྱ
に
か
か
る
අ
用
と
し
て

̐
１
３
̓
ສ
ԁ
を
見
ࠐ
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
;
る
さ
と
ೲ
੫
を
ࠃ
全
ମ
で
見

ま
す
と
、
ฏ
成
21
年

か
ら
26
年

の

実
績
で
、
د

さ
れ
た
人
が
１
̌
８
ສ

人
、
د

ۚ
ֹ
が
１
１
２
̒
ԯ
ԁ
、
੫

ֹ
߇
আ
ֹ
が
３
̓
３
ԯ
ԁ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
͜
の
̒
年
間
で
３
̓
３
ԯ
ԁ
の

੫
ۚ
が
;
る
さ
と
࢈

と
い
う
ܗ
で
ೲ

੫
者
に
ؐ
ݩ
さ
れ
て
い
る
͜
と
に
な
り

ま
す
。

小
布
施
町
で
は
、
ڭ
ҭ
・
子
ҭ
て
支

ԉ
、
࢈
ۀ
の
支
ԉ
等
ಠ
自
の
事
ۀ
に
取

り
組
ん
で
い
て
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
の
ج

本
ཧ
೦
に
の
っ
と
り
、


で
な
く
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
政
ࡦ
を
全
ࠃ

ア

ϐ
ー
ル
す
る
͜
と
に
よ
り
小
布
施
町
の

ධ
Ձ
は
一
ஈ
と
高
ま
り
、
事
ۀ
に
ࢍ
同

し
た
د

が
૿
͑
る
と
ࢥ
い
ま
す
。
ଞ

市
町
村
と
一
ઢ
を
画
し
た
小
布
施
町
の

富岡信男議員

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
競
争
の
見
直
し
を

西
原
企
画
政
策
課
長

目
的
税
化
に
よ
り
有
効
活
用
し
た
い

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

い
ੜ
֔
を
ૹ
る
う
͑
で
も
重
要
な

ׂ

を
୲
っ
て
い
ま
す
。

ࣃ
の

ࣦ
が
গ
な
く
、
よ
く
ט
め
る

高
齢
者
は
、
活
動

ྗ
が
高
い
な
ど
、

口
ߢ
の
健
康
は
ฏ
ߧ
ײ
֮
ػ

や
運
動

ػ

の

্
な
ど
に
大
き
く
Ө
ڹ
を
ٴ

΅
す
と
言
Θ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
の
原

と
も
い
͑
る
ࣃ
や
ࣃ
ܪ

ͦ
れ
ら
を
ؚ
Ή
口
ߢ
ػ

を
全
ൠ
に
つ

い
て
の
༧

ࣃ
Պ
อ
健
施
ࡦ
が
、
小
布

施
町
に
は
不
足
し
て
い
ま
す
。

未
ब
学
ࣇ
の
ࣃ
Պ
ҩ
ࢣ
に
よ

る
ࣃ
Պ
指
導
、
小
中
学
ੜ
の
ࣃ

ຏ
き
指
導
な
ど
の
ଞ
、
全
町
民
Ή
け
に

は
ࣃ
の
健
康
を
क
る
住
民
の
ू
い
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

Q A

子ども教室しめ縄づくり（12 月 28 日）、子育て支援
教育の充実など、小布施独自の政策を前面に出して
寄付の募集を



21 20

一般質問Ｑ＆Ａ 一般質問Ｑ＆Ａ

ྍ
者
数
の
構
成
ׂ
合
や
ҩ
ྍ
අ
な
ど
の


ੳ
に
利
用
し
て
い
る
。
ݕ

、
ҩ
ྍ
、

հ
ޢ
の
様
々
な
σ
ー
タ
活
用
が
で
き
、

健
康
課
題
の

Ѳ
が
で
き
ま
す
。
ࠓ
後
、

ҩ
ྍ
අ
の

制
を

指
し
て
有
効
活
用

し
て
い
き
た
い
。

ج
本
健
康

ࠪ
の
受




ඪ
を
ஈ
֊
త
に
設
定
し
、


Ҭ
の
ྗ
を
活
用
し
な
が
ら
ୡ
成
の
た
め

の
組
৫
త
取
り
組
み
の
ߟ
͑
は
。

２
年
Ҏ
内
に
50
ˋ
、
５
年
Ҏ

内
に
60
ˋ
の

ඪ
を
ୡ
成
し
た

い
。
各
種
ஂ
ମ
や
อ
健
福
祉
委
員
会
が

主
ମ
と
な
る

۠
学
श
会
に
ग़

き
健

康
や
ݕ

の
大

さ
を
説
明
し
て
い
く
。

ಛ
定
อ
健
指
導
の
ର

者

数
ớ
動
ػ

け
支
ԉ
・
ੵ
ۃ
త

支
ԉ
Ờ
と
α
ポ
ー
τ
状
況
は
。

ฏ
成
26
年

は
ಛ
定
อ
健
指

導
ର

者
１
̌
９
人
中
81
人
に

ର
し
て
指
導
を
行
っ
た
。
ऴ
ྃ

は

ࠓ
年
の
１
月
Լ
०
か
ら
ム

ク
υ
リ
が
ෳ
数
の
܈
れ
を
な

し
町
を
ඈ
び
ճ
っ
て
い
ま
す
。
ి
ઢ
に

止
ま
る
࢟
や
ۭ
を
ඈ
ぶ
࢟
は
ҟ
様
な
光

ܠ
で
う
る
さ
い
໐
き

と
ڞ
に
大
ྔ
の

ฅ
を
落
と
す

を
༩
͑
て
い
ま
す
。
ඃ


の
現
況
、
ௗ
्
อ
ޢ
๏
の
ѻ
い
、
効

果
త
な
ۦ
আ
ର
ࡦ
は
ど
う
で
す
か
。

ඃ

状
況
は
正
֬
に
は

Ѳ

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
自
治
会
長

や
住
民
の
方
か
ら
ۤ

を
い
た
だ
い
て

い
る
。
ௗ
्
อ
ޢ
๏
で
は
ङ
ྌ
ର

の

ௗ
ྨ
で
、
ฏ
成
26
年

は
ङ
ྌ
༑
会
に

よ
り
40�
Ӌ
ۦ
আ
し
て
い
ま
す
。
ࠓ
後
も

ྌ
༑
会
に
ۦ
আ
を
お
ئ
い
す
る
と
と
も

に
、
৴
大
中
村
ڭ
त
の
例
も
参
ߟ
に
ର

ࡦ
を
ݕ
౼
し
て
い
き
ま
す
。

ͦ
の
う
ち
10
ί
ー
ス
の
Ϛ
ッ
プ
を
࡞
成

し
た
。
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
Ӻ
構
内

に
ஔ
い
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
あ
ら

た
め
て
お

ら
せ
し
て
い
き
た
い
。
ಛ

定
健

ର

者
の
問

ථ
に
「
�0

Ҏ

্
の
運
動
を
ि
２
ճ
１
年
Ҏ
্
し
て
い

る
か
」「
１
࣌
間
Ҏ
্
の
า
行
ま
た
は

同
等
の

ମ
活
動
を
し
て
い
る
か
」
の

߲

が
あ
り
、
͜
れ
ら
の
ू
計
結
果
の

数

は
県
ฏ
ۉ
を
Լ
ճ
っ
て
い
る
が
、

͜
の
数

を
্
͛
て
い
く
の
も
一
つ
の


や
す
と
ߟ
͑
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

よ
る
健
康
づ
く
り
を
健
康
福
祉
委
員
さ

ん
の

۠
学
श
会
な
ど
で
ݺ
び
か
け
て

い
き
た
い
。

�4
・
３
ˋ
で
ࠃ
の

ඪ
60
ˋ
を
্
ճ
っ

て
い
る
。
ର

者
全
員
に
ి

等
で
อ

健
指
導
の
お
ئ
い
を
し
、
ੵ
ۃ
త
支
ԉ

ର

者
に
は
最

３
ճ
の
๚
問
を
実
施

し
て
指
導
結
果
の
ධ
Ձ
を
し
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ί
ー
ス

࡞
成
と

උ
の
ਐ

状
況
、
ී

ٴ

と

ඪ
は
。

50
あ
ま
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
ద
し
た
ί
ー
ス
を
બ
定
し
、

小林　茂議員

国
保
医
療
費
の
課
題
と
対
策
は

久
保
田
副
町
長

検
診
受
診
率
目
標
を
段
階
的
に

「
ࠃ
อ
੫
の
見

し
」
説
明
会
に
お

い
て
、
一
人
当
た
り
の
ҩ
ྍ
අ
૿
の
原

因
は
ᶃ
ҩ
ྍ
の
高

Խ
、
高
ֹ
Խ
ᶄ
加

入
者
の
高
齢
Խ
が
主
な
要
因
で
あ
り
、

ͦ
の
ର
ࡦ
と
し
て
⢭
ج
本
健
康

ࠪ
や

が
ん
ݕ

の
受


の

্
⢮
ジ
ェ
ω

リ
ッ
ク
ҩ
ༀ

の
利
用
⢯
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
ී
ٴ
⢰
健
康
づ
く
り
研
究
ॴ
の
ϩ

ί
Ϟ
ର
Ԡ
を
ܝ
͛
て
い
ま
す
。
中
で

も
「
ಛ
定
健

・
ಛ
定
อ
健
指
導
の
ϝ

リ
ッ
τ
を
活
か
し
、
健
康
日
本
21
」
を

ண
実
に
ਪ
ਐ
し
な
が
ら
ҩ
ྍ
අ
の

制

を
す
る
た
め
の
課
題
と
現
状
の
取
り
組

み
、
ࠓ
後
の
۩
ମ
త
行
動
に
つ
い
て
。

Ϗ
ッ
ク
σ
ー
タ
と
言
Θ
れ

て
い
る
「
ࠃ
อ
σ
ー
タ
ϕ
ー
ス

シ
ス
ς
ム
」
の
ग़
ྗ
で
、
町
が
現
在
利

用
で
き
る
σ
ー
タ
と
ࠓ
後
の
༧
定
。
ͦ

の
活
用
計
画
は
。

現
在
は
ಛ
定
健

の
受

状

況
、
ੜ
活
श
׳
ප
の
࣬
ױ
別
治

Q A

Q A

Q A

Q A

ボルダリング施設に興味津々

高山・小布施の全議員が
町内運動施設の視察研修

熱の入ったウォーキング講習

Q AQ A

ム
ク
ド
リ
被
害
の
現
況
と

対
策
は

八
代
健
康
福
祉
課
長

猟
友
会
に
駆
除
を
依
頼

方
Ҡ
住
を
ߟ
͑
る
্
で
৴
པ
の
お
け
る

و
重
な

報
ݯ
の
一
つ
で
あ
り
、
大
き

な
Ө
ڹ
が
あ
る
も
の
と
ࢥ
い
ま
す
。
๛

後
高
ా
市
は
ମ
ܥ
త
に

ཧ
さ
れ
ॆ
実

し
た
支
ԉ
ࡦ
の
数
々
と

報
発
৴
の



、
ͦ
し
て
民
間
事
ۀ
者
と
一
ମ
と

な
っ
た
受
け
入
れ
ମ
制
の
構
ங
な
ど


ྗ
さ
れ
て
い
る
結
果
と
ײ
じ
て
い
ま
す
。

小
布
施
町
は
受

市
町
村

に
ଝ
৭
な
い
成
績
を
修
め
る

と
ߟ
͑
ま
す
が
参
加
の
ߟ
͑
は
い
か
が

で
す
か
。

参
加
の
提
案
も
い
た
だ
い
た

の
で
利

を
ݕ
౼
し
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
も

い
ର
Ԡ
し
ま
す
。

「
住
み
た
い
ా
ࣷ
ϕ
ス
τ
ラ

ン
キ
ン
グ
」
は
定
住
ଅ
ਐ
に
ੵ

ۃ
త
な
市
町
村
を
ର

に
、
住
み
た
い

ా
ࣷ
の
視

と
し
て
10
ジ
Ỿ
ン
ル
106

߲

に
ア
ン
έ
ー
τ
を
実
施
し
、
ా
ࣷ


ら
し
の
ັ
ྗ
を
数

Խ
、
ラ
ン
キ
ン

グ
で

հ
し
大

ڹ
を
ݺ
ん
で
い
ま

す
。
͜
の
ا
画
は
̐
年
経
ա
し
ま
す
が

本
町

の
ௐ
ࠪ
Τ
ン
τ
リ
ー
の
ґ
པ

が
ࠓ
ま
で
に
あ
っ
た
の
で
し
Ỷ
う
か
。

町
が
行
っ
て
き
た
Ҡ
住
定

住
ࡦ
と
ධ
Ձ
す
る
視

が
ҟ

な
り
͜
れ
ら
の
࣭
問
߲

で
は
、
町
の

ັ
ྗ
を
ॆ

お

͑
で
き
な
い
と
ߟ

͑
ճ

は
差
し
߇
͑
て
い
ま
す
。

「
住
み
た
い
ా
ࣷ
ϕ
ス
τ
ラ

ン
キ
ン
グ
」
の
ධ
Ձ
は
。
大


県
๛
後
高
ా
市
が
̐
年
࿈
続
ϕ
ス
τ

３
の
շ
ڍ
を
成
し

͛
ま
し
た
。

定
住
者

ઢ
の
き
め
ࡉ
や
か
な
121

政
ࡦ
の
Ҡ
住
支
ԉ
事
ۀ
に
よ
り
成
果

を
্
͛
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
ま
す
か
。

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

࣭
問
に
よ
っ
て
は
ճ


す
る
ଆ
の
ଊ
͑
方
次
第

で
結
果
が
ҟ
な
り
、
Ҡ
住
者

の
ධ
Ձ
で
は
な
く
、
行
政
ଆ

の
ධ
Ձ
が

ө
さ
れ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
ߟ
͑

ま
す
が
、
ా
ࣷ

ら
し
に
ಌ

れ
る
方
々
に
と
っ
て
は
、


関谷明生議員

市
村
町
長

小
布
施
町
の
魅
力
を
充
分
お
伝
え
で
き
な
い
と
考
え
る

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

４年連続ベスト３の大分県豊後高田市

Q AQ A

Q A

電線に止まるムクドリの大群

Q AQ A

「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
へ
の
参
加
は
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一般質問Ｑ＆Ａ

方

の
ਐ
行
状
況
と
、
༧
ࢉ
の
見
通
し

は
ど
う
か
。協

議
会
を
ཱ
ち
্
͛
小
布

施
ら
し
い
支
͑
合
い
づ
く
り

を
ਐ
め
る
。
հ
ޢ
อ
ݥ
事
ۀ
ॴ
の
意


を
֬
ೝ
し
て
受
け
入
れ
ઌ
を
۩
ମ
త

に
ݕ
౼
し
、
ऩ
支
ό
ラ
ン
ス
か
ら
୯
Ձ

を
設
定
し
た
い
。
༧
ࢉ
は
ࠓ
ま
で
と
大

き
く
ม
Θ
ら
な
い
見
ࠐ
み
。

委
ୗ
す
る
事
ۀ
ॴ
や
グ

ル
ー
プ
ϔ
の
報
ु
や
利
用
ྉ

は
ど
う
な
る
か
。

հ
ޢ
อ
ݥ
の
ൣ
ғ
内
で
ま

ず
提
案
す
る
͜
と
に
な
る
と

ߟ
͑
ま
す
ࠃ。

は
さ
ら
に
要
հ
ޢ
の
α
ー

Ϗ
ス
֎
し
も
ݕ
౼
し
て
い
る
。

͜
れ
に

方
か
ら

ର
の

を
あ
͛
る


き
で
す
が
。

ࠃ
の
方

が
ܾ
ま
っ
て
い

な
い
の
で

͑
ら
れ
な
い
。
հ

ޢ
อ
ݥ
制


に

る
අ
用

は

ら
Ή
の

で
健
康
や
հ

ޢ
༧

に


め
て
い
き
た

い
。

ࡔ

を


し
て
い
る
。
町

の
ҩ
ྍ
අ
ି

も
利
用
し
て
΄

し
い
。

૭
口
ແ
ྉ
に


や

ྗ

を
。
町
長
は
ど
う
ߟ
͑
ま
す
か
。

（
町
長
）
小
林
議
員
か
ら
Կ
ճ

も
͜
の
問
題
を
取
り
্
͛
て
࣭

問
い
た
だ
き
、
૭
口
ແ
ྉ
は
ඞ
要
と
ࢥ

う
。
課
題
を
ど
う
解
ফ
で
き
る
か
ߟ
͑
、

県
や
町
村
会
に
૭
口
ແ
ྉ
を
ڧ
く
要


し
て
い
き
ま
す
。

小林正子議員

子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
を

市
村
町
長

八
代
健
康
福
祉
課
長窓

口
無
料
必
要
。
課
題
の
解
消
を
考
え
た
い

国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
あ
る
。
県
の
動
向
見
て

小
布
施
町
は
18
ࡀ
ま
で
ҩ

ྍ
අ
ແ
ྉ
だ
が
一
୴
は
ප
Ӄ

૭
口
で
自
ݾ
ෛ
୲

を

う
「
ঈ
ؐ


い
」。
૭
口
ແ
ྉ
ộ
行
政
用
ޠ
の
「
現


支
څ
」
は
子
ҭ
て
Ո
ఉ
の
も
っ
と
も

ڧ
い
要

で
す
。
গ
子
Խ
ର
ࡦ
、
子
ҭ

て
支
ԉ
の
ど
ਅ
ん
中
の
施
ࡦ
に
ࠃ
は
ϖ

φ
ル
ς
ỹ
ー
を
Պ
し
て
い
る
が
、
ް
࿑

ল
も
見

し
を
ݕ
౼
し
て
い
る
。
県
に

ର
し
て
ڧ
く
実
施
を
ٻ
め
る
と
と
も
に
、

町
ಠ
自
で
も
実
施
し
て
΄
し
い
。

૭
口
ແ
ྉ
は
ҩ
ྍ
අ
が
૿
大

す
る
と
し
て
ࠃ
อ
の
ࠃ
ݿ
ิ
ॿ

ۚ
が
減
ֹ
さ
れ
る
。
小
布
施
町
の
場
合

で

̓
̌
̌
ສ
ԁ
の
減
ֹ
。
ࠃ
อ
࿈
の

事

シ
ス
ς
ム
の
վ
修
も
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
ݸ
々
の
市
町
村
で
は
૭
口
ແ

ྉ
Խ
は

し
い
。
県
も
ް
࿑
ল
の
ϖ
φ

ル
ς
ỹ
ー
解
ফ
の
ݕ
౼
状
況
を
見
て
と

言
っ
て
い
る
。

ྠ
ౡ
市
は
ಠ
自
に
実
施
し

ੴ
川
県
も
૭
口
ແ
ྉ
に
౿
み


っ
た
。
ࡔ

町
は
事
લ
ҩ
ྍ
අ
ି


制

を
ߟ
͑
た
。
૭
口
ແ
ྉ
に
な
っ
た

ら
子
ҭ
て
の
お

さ
ん
た
ち
が
ど
ん
な

に
ॿ
か
る
か
と
ࢥ
う
が
。

Q AQ A

保
健
師
さ
ん
増
員
し
て

訪
問
活
動
の
充
実
を

八
代
健
康
福
祉
課
長

訪
問
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

อ
健
ࢣ
さ
ん
の

Ҭ
や
Ո

ఉ

の
๚
問
は
大
事
で
す
。
28

年

の
町
の
重

施
ࡦ
に
「
ग़

い
て

健
康
づ
く
り
の
お
手

い
」
が
入
れ
ら

れ
た
の
は

ܴ
。
ᶃ
ೕ
༮
ࣇ
健

、
が

ん
ݕ

な
ど
の
結
果
に
つ
い
て
の
๚
問

૬
談
、
指
導
は
ど
う
し
て
い
る
か
。
ᶄ

高
齢
者
や
ো
が
い
者
世
帯

の
๚
問
は
。

ᶅ
๚
問
を
ॆ
実
さ
せ
る
に
は
อ
健
ࢣ
さ

ん
の
人
員

ஔ
が
ඞ
要
。

ᶃ
健

に
ର
し
て
は
อ
健
ࢣ

は
じ
め
ઐ

Ո
ス
タ
ッ
ϑ
が
૬

談
๚
問
し
、
ઐ

ػ
関
を

հ
し
て
い

る
。
が
ん
ݕ

で
要
ਫ਼
ີ
ݕ
ࠪ
の
方


は
受

を
ק

。
ᶄ
「
お
ݩ
ؾ
๚
問
」

で
ࠓ
年

は
１
２
̌
世
帯
の
๚
問
を
༧

定
、
９
ׂ
ऴ
ྃ
。
ো
が
い
の
あ
る
方


は
ඞ
要
に
Ԡ
じ
て

۠
୲
当
の
อ
健
ࢣ

が
๚
問
、
α
ー
Ϗ
ス
利
用
に
つ
な
͛
て

い
る
。
ᶅ
人
員
૿
は

し
い
が
、
で
き

る
だ
け
ؤ
ு
っ
て
や
り
ま
す
。

ス
タ
ー
τ
当
初
は
「
Ո


հ
ޢ
か
ら
の
解
放
」「
民
間
参

入
で
α
ー
Ϗ
ス
ॆ
実
」「
α
ー
Ϗ
ス
બ


の
ݖ
利
」
な
ど
と
ࠃ
民
に
持
た
せ
た

期

は
ど
͜

行
つ
た
か
。
ࠃ
が
հ
ޢ

อ
ݥ
か
ら
֎
す
「
要
支
ԉ
」
の
方

の
、

๚
問
հ
ޢ
と
通
ॴ
հ
ޢ
に
か
Θ
る
町
の

Q A

脳リフレッシュ教室の交流会

Q A

Q AQ AQ AQ A

要
支
援
の
介
護
外
し

町
の
対
応
や
予
算
見
込

八
代
健
康
福
祉
課
長

検
討
の
協
議
会
に
60
人
参
加

Q A

Q AQ A Q A Q AQ A

研修を町政に活かす！！研修を町政に活かす！！

１
月
26
日
高
山
村
議
会

の
皆
さ
ん
と
小
布
施
町
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。

最
初
に
小
布
施
オ
ー
プ

ン
オ
ア
シ
ス
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
の
市
川
代
表
よ
り
「
ま

ず
は
安
全
第
一
に
心
が
け
、

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
く
楽
し
め

る
場
で
す
。
」
と
説
明
い

た
だ
き
、
実
際
手
を
か
け

足
を
か
け
壁
登
り
に
挑
戦

す
る
方
も
！
次
に
浄
光
寺

高
山
村
議
会
と

議
員
研
修
会

２
月
28
日
部
落
解
放
同

盟
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。
協
議
会
は
３
支
部
で

構
成
さ
れ
、
15
世
帯
の
会

員
で
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
各
種
交
流
会
や
取
り

組
み
に
参
加
、
未
だ
に
続

く
様
々
な
差
別
の
現
状
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

議
会
か
ら
も
各
委
員
会

の
報
告
や
現
状
の
課
題
等

部
落
解
放
同
盟
小
布
施

町
協
議
会
と
懇
談

２
月
15
日
３
市
町
に
よ

る
、
議
会
親
善
球
技
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

中
野
市
が
２
チ
ー
ム
、

山
ノ
内
３
チ
ー
ム
、
小
布

施
町
２
チ
ー
ム
の
計
８

チ
ー
ム
42
名
参
加
の
も
と

ゲ
ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
等
の

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
通
じ
、
議
員

の
親
睦
も
図
ら
れ
、
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
小
布
施
Ａ

チ
ー
ム
が
三
位
と
な
り
ま

し
た
。

中
野
市
・
小
布
施
町

・
山
ノ
内
町
の

議
会
議
員

親
善
球
技
大
会

県
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
「
正
副
議
長
と
正
副

常
任
委
員
長
研
修
会
」
が

１
月
28
日
、
長
野
県
自
治

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
議
会
か
ら
は
９
人

の
議
員
が
参
加
し
、
町
村

議
会
の
諸
課
題
と
取
り
組

み
例
の
報
告
、
本
会
議
・

委
員
会
の
運
営
に
関
す
る

事
例
研
究
を
学
び
ま
し

た
。 議

会
運
営
の

実
務
を
研
修

通
年
会
期
制
に
つ
い
て
、

導
入
ま
で
の
経
緯
や
運
営

状
況
ま
た
、
議
会
報
告
会

の
取
り
組
み
で
は
町
民
と

福
島
県

西
会
津
町
議
会
視
察

２
月
10
日
小
布
施
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
と
の
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
活
動
や
千
曲
川

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
有
効
活
用
等
の
提
言

実
績
の
説
明
後
、
議
員
定

数
問
題
や
議
員
成
り
手
不

足
の
原
因
、
ま
た
町
政
に

関
心
を
持
て
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
重
要
で
は
な
い

か
等
、
住
民
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
の
在
り
方
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

懇
談
会

議会日誌

議員自ら、体験議員自ら、体験

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
に
て
、

林
住
職
に
パ
ー
ク
内
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

利
き
足
５
秒
間
静
止
で
き

る
と
初
級
10
級
合
格
で
す
。

最
後
に
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
丸
山
運
動
指
導

士
よ
り
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
ご
指
導
い
た
だ

き
良
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
定
数
問
題
で

は
た
だ
減
ら
せ
ば
い
い
と

言
う
訳
で
は
な
い
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

の
意
見
交
換
な
ど
の
様
子

を
学
ぶ
た
め
に
来
町
。

※

西
会
津
町
の
人
口
は

6
9
0
0
人
、
議
員
数

16
人

小布施オープンオアシスボルダリング

西会津町議員と懇談

議事調査部の講義


